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 Ⅰ 業務報告 
 
１．保健管理センターにおける主要行事 
 

表１ 平成 31・令和元年度主要行事 

4月 1日 

1日 

3～5日 

7日 

8日 

8～23日 

8日 

25,26日 

センターだより 38号発行 

「保健だより」450号発行 

定期健康診断 学類 1年・新編入生：学生 

入学式：救急待機 

ＲＩ取り扱い者血液検査：学生、教職員 

定期健康診断（角間地区）：学生 

北陸地区国立大学法人等初任者研修（生活管理と健康管理） 

定期健康診断（宝町・鶴間地区）：学生 

5月 1日 

8～31日 

13，17，22，28，29，30，31日 

15日 

25日 

「保健だより」451号発行 

定期健康診断再検査（角間地区、宝町・鶴間地区）：学生 

ＲＩ取り扱い者血液検査：学生、教職員 

東海・北陸地方部会幹事会 

入試（理工学域編入）：救急待機 

6月 3日 

6,7,13,14日 

 

7,10日 

8日 

11～28日 

17,18,19,20,21日 

18,20,21,26日 

「保健だより」452号発行 

特殊健康診断、特定業務従事者健診、電離放射線健診 

麻疹抗体検査（希望者）：教職員 

ＲＩ取り扱い者血液検査：学生,教職員 

保護者懇談会：救急待機 

定期健康診断血液検査再検査（角間地区）：学生 

特定業務従事者健診（深夜業） 

教育研究用Ｘ線使用学生血液検査：学生 

7月 1日 

3,5日 

6日 

6日 

8～19日 

9日 

13日 

25,26日 

 

「保健だより」453号発行 

教育研究用Ｘ線使用学生血液検査：学生 

入試（自然科学研究科博士前期課程）：救急待機 

入試（人間社会環境研究科博士前期課程）：救急待機 

ストレスチェック実施：教職員 

ＲＩ取り扱い者血液検査：学生 

入試（新学術創成研究科博士前期課程）：救急待機 

全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会研究集会及び保健管理 

担当職研究集会（北陸先端科学技術大学院大学） 

8月 2日 

7日 

7,8日 

定期健康診断 附属学校（平和町地区）：教職員 

理学の広場、ものづくり教室：救急待機 

キャンパスビジット：救急待機 
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9日 

19日 

20,21日 

22日 

 

24日 

27,28日 

 

29日 

サマーカレッジ：救急待機 

ＲＩ取り扱い者血液検査：学生 

入試（自然科学研究科博士前期課程）：救急待機 

入試（医薬保健学総合研究科博士前期課程創薬科学専攻）：救急待

機 

入試（大学院法務研究科A日程）：救急待機 

入試（医薬保健学総合研究科博士後期課程創薬科学専攻、博士課程

薬学専攻）：救急待機 

石川県保健管理担当職研究会 

9月 27,30日 ＲＩ取り扱い者血液検査：学生 

10月 1日 

1～11日 

1,4,15,23日 

5日 

7～10日 

9,10日 

18,21,23日 

19日 

21～25日 

23～25日 

26日 

26日 

26,27日 

28～31日 

「保健だより」454号発行 

定期健康診断再検査（角間地区、宝町・鶴間地区）：学生 

ＲＩ取り扱い者血液検査：学生 

入試（理工学域編入第2次募集)：救急待機 

定期健康診断血液検査再検査（角間地区）：学生 

第 57回全国大学保健管理研究集会（北海道大学） 

教育研究用Ｘ線使用学生血液検査：学生 

入試（大学院法務研究科B日程）：救急待機 

定期健康診断 特殊健康診断（角間地区）：教職員 

10月期入学者健康診断：学生 

ホームカミングディ：救急待機 

理工学域オープンキャンパス：救急待機  

第 56金大祭：救急待機 

定期健康診断 特殊健康診断（宝町地区）：教職員 

11月 1日 

1日 

1～8日 

1,11～15日 

2日 

5日 

5～8日 

18,19日 

20,21,22,25,26日 

21,28日 

30日 

「保健だより」455号発行 

北陸地区保健管理担当職研究会（富山大学） 

10月期入学者健康診断再検査：学生 

定期健康診断 特殊健康診断（宝町地区）：教職員 

入試（新学術創成研究科博士前期課程）：救急待機 

ＲＩ取り扱い者血液検査：学生 

定期健康診断 特殊健康診断（角間地区）：教職員 

インフルエンザワクチン接種(宝町地区) ：学生・教職員希望者 

インフルエンザワクチン接種(角間地区) ：学生・教職員希望者 

乳癌,子宮癌検診：教職員 

入試（推薦Ⅰ等）（鶴間・本部）：救急待機 

12月 1日 

2日 

3,5,10日 

5日 

入試（教職実践研究科）：救急待機 

「保健だより」456号発行 

乳癌,子宮癌検診：教職員 

インフルエンザワクチン接種(角間地区)：学生・教職員希望者 
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7日 

7日 

16,18日 

22日 

26日 

入試（大学院法務研究科C日程）：救急待機 

入試（法学研究科法学・政治学専攻[第 1期募集]）：救急待機 

ＲＩ取り扱い者血液検査：学生 

薬学オスキー試験：救急待機用に南分室ロビー準備 

入試（自然科学研究科博士前期課程）：救急待機 

1月 6日 

14日 

 

19,20日 

「保健だより」457号発行 

入試（医薬保健学総合研究科創薬科学専攻、薬学専攻）：救急待機

用に南分室ロビー準備 

入試（大学入試センター試験）：救急待機 

2月 1日 

1～21日 

3日 

8日 

 

10日 

12,13日 

25日 

26日 

入試（推薦Ⅱ等）法・教育・地域創造・保健学類：救急待機 

臨時健診：教職員 

「保健だより」458号発行 

入試（法学研究科、法科大学院D日程、法学類編入、人間社会環境

研究科博士前期課程）：救急待機 

入試（推薦Ⅱ）医・薬・創薬科学類：救急待機 

TOEIC-IPテスト：救急待機 

入試（金沢大学 前期日程）：救急待機 

入試（金沢大学 前期日程）医学類面接：救急待機 

3月 2～19日 

4日 

12日 

22日 

23日 

国家資格申請用健康診断：学生 

ＲＩ取り扱い者血液検査：学生 

入試（金沢大学 後期日程）：救急待機 

卒業式：救急待機（自然科学大講義棟大講義室、代表者50人程） 

金沢大学保健管理センター年報・紀要発行 
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２．学生等に対する定期健康診断 

 

１）定期健康診断項目 
 学生を対象とする定期健康診断の目的は、第一に学業の支障となる身体的異常や疾病を早期に発見 

し、適切な指導や治療を受けるようにすることである。第二には、健康診断を機会に学生自身が自分 

の健康度に関心をもつように導く教育的配慮をすることである。 

 健康度の評価は、栄養、保健、精神衛生の各方面において必要である。当センターでは、検査のみ 

ならず健康調査をすることで、自己の健康意識や健康管理の参考にするため健康調査を実施して、学 

生の指導、教育に生かしている。 

 

 

 

表２ 定期健康診断受診項目一覧表 

 

（表２をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

　○ 印は受診項目　

表2　　定期健康診断受診項目一覧表

学　   生 学域，大学院等種別

受  診  項  目
内

科

身

長

・

体

重

計

測

視

力

測

定

胸

部

Ｘ

線

撮

影

血

圧

測

定

尿

検

査

心

電

図

検

査

血

液

検

査

新 入 生
（1年生及び

編入生）
 学域生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2年生  学域生 ○ ○ ○ ○

学域2年以外の
学生

 学域生，大学院生，別科，非正規生 ○ ○

 H22年度より、専門医健診（眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科の診察）は、中止となった。

 H25年度より、抗体検査は、中止となった。
 H26年度より、視力測定は学域新入生（1年生及び編入生）のみの実施となった。

○ ○ ○
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２）定期健康診断の受診現状 

(1) 受診状況 

 

表４－１ 全学生受診状況一覧 

 

（表４－１をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計

学域生 4,707 3,095 7,802 3,974 2,776 6,750 84.4% 89.7% 86.5%

(学域１年生) (1,080) (695) (1,775) (1,078) (692) (1,770) (99.8%) (99.6%) (99.7%)

大学院生 1,661 652 2,313 944 329 1,273 56.8% 50.5% 55.0%

別科 1 31 32 1 31 32 100% 100.0% 100.0%

　計 6,369 3,778 10,147 4,919 3,136 8,055 77.2% 83.0% 79.4%

122 110 232 49 36 85 40.2% 32.7% 36.6%

学域生 1 0 1 11 4 15

大学院生 91 48 139 52 34 86 57.1% 70.8% 61.9%

　計 92 48 140 63 38 101

96 128 224 69 95 164 71.9% 74.2% 73.2%

6,461 3,826 10,287 4,982 3,174 8,156 77.1% 83.0% 79.3%

218 238 456 118 131 249 54.1% 55.0% 54.6%

＊10月期入学者健康診断

４月
実施

正
規
生

非正規生

表4-1　全学生受診状況一覧

対　象　者 受　診　者 受　診　率 (%)

＊
10月
実施

正
規
生

非正規生

合計
正規生

非正規生
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表４－２ 学域・学部別・学年別受診状況 

 

 

（表４－２をこのスペースに挿入） 

 

可能ならば1ページに収めてください 

学年

対
象
者

受
診
者

受
診
率

対
象
者

受
診
者

受
診
率

対
象
者

受
診
者

受
診
率

対
象
者

受
診
者

受
診
率

対
象
者

受
診
者

受
診
率

対
象
者

受
診
者

受
診
率

対
象
者

受
診
者

受
診
率

性別 % % % % % % %

男子 54 54 100.0 55 40 72.7 55 41 74.5 74 48 64.9 238 183 76.9

女子 82 82 100.0 91 63 69.2 95 79 83.2 113 89 78.8 381 313 82.2

計 136 136 100.0 146 103 70.5 150 120 80.0 187 137 73.3 619 496 80.1

男子 100 100 100.0 97 68 70.1 96 80 83.3 122 81 66.4 415 329 79.3

女子 63 63 100.0 82 58 70.7 84 71 84.5 90 76 84.4 319 268 84.0

計 163 163 100.0 179 126 70.4 180 151 83.9 212 157 74.1 734 597 81.3

男子 90 90 100.0 85 51 60.0 112 97 86.6 132 94 71.2 419 332 79.2

女子 37 37 100.0 57 42 73.7 72 66 91.7 72 66 91.7 238 211 88.7

計 127 127 100.0 142 93 65.5 184 163 88.6 204 160 78.4 657 543 82.6

男子 45 45 100.0 40 40 100.0 39 38 97.4 44 40 90.9 168 163 97.0

女子 55 55 100.0 61 60 98.4 66 63 95.5 71 67 94.4 253 245 96.8

計 100 100 100.0 101 100 99.0 105 101 96.2 115 107 93.0 421 408 96.9

男子 30 30 100.0 36 18 50.0 43 29 67.4 49 38 77.6 158 115 72.8

女子 54 54 100.0 53 34 64.2 43 34 79.1 52 43 82.7 202 165 81.7

計 84 84 100.0 89 52 58.4 86 63 73.3 101 81 80.2 360 280 77.8

男子 14 14 100.0 23 14 60.9 19 18 94.7 31 19 61.3 87 65 74.7

女子 67 67 100.0 67 55 82.1 57 46 80.7 94 52 55.3 285 220 77.2

計 81 81 100.0 90 69 76.7 76 64 84.2 125 71 56.8 372 285 76.6

男子 333 333 100.0 336 231 68.8 364 303 83.2 452 320 70.8 1485 1187 79.9

女子 358 358 100.0 411 312 75.9 417 359 86.1 492 393 79.9 1678 1422 84.7

計 691 691 100.0 747 543 72.7 781 662 84.8 944 713 75.5 3163 2609 82.5

男子 72 72 100.0 73 59 80.8 76 51 67.1 99 73 73.7 320 255 79.7

女子 8 8 100.0 11 9 81.8 12 11 91.7 7 3 42.9 38 31 81.6

計 80 80 100.0 84 68 81.0 88 62 70.5 106 76 71.7 358 286 79.9

男子 58 58 100.0 54 45 83.3 63 60 95.2 62 54 87.1 237 217 91.6

女子 19 19 100.0 28 24 85.7 22 20 90.9 30 29 96.7 99 92 92.9

計 77 77 100.0 82 69 84.1 85 80 94.1 92 83 90.2 336 309 92.0

男子 148 104 70.3 178 147 82.6 326 251 77.0

女子 10 8 80.0 12 10 83.3 22 18 81.8

計 158 112 70.9 190 157 82.6 348 269 77.3

男子 113 94 83.2 134 109 81.3 247 203 82.2

女子 12 12 100.0 8 8 100.0 20 20 100.0

計 125 106 84.8 142 117 82.4 267 223 83.5

男子 67 64 95.5 70 61 87.1 137 125 91.2

女子 16 16 100.0 21 21 100.0 37 37 100.0

計 83 80 96.4 91 82 90.1 174 162 93.1

男子 76 69 90.8 83 67 80.7 159 136 85.5

女子 32 30 93.8 37 31 83.8 69 61 88.4

計 108 99 91.7 120 98 81.7 228 197 86.4

男子 236 236 100.0 236 236 100.0

女子 23 23 100.0 23 23 100.0

計 259 259 100.0 259 259 100.0

男子 98 44 44.9 98 44 44.9

女子 2 2 100.0 2 2 100.0

計 100 46 46.0 100 46 46.0

男子 103 72 69.9 103 72 69.9

女子 12 9 75.0 12 9 75.0

計 115 81 70.4 115 81 70.4

男子 73 47 64.4 73 47 64.4

女子 8 5 62.5 8 5 62.5

計 81 52 64.2 81 52 64.2

男子 72 72 100.0 78 52 66.7 150 124 82.7

女子 19 19 100.0 25 16 64.0 44 35 79.5

計 91 91 100.0 103 68 66.0 194 159 82.0

男子 37 37 100.0 27 22 81.5 64 59 92.2

女子 13 13 100.0 31 30 96.8 44 43 97.7

計 50 50 100.0 58 52 89.7 108 102 94.4

男子 475 475 100.0 506 341 67.4 543 442 81.4 626 511 81.6 2150 1769 82.3

女子 82 82 100.0 117 95 81.2 104 97 93.3 115 102 88.7 418 376 90.0

計 557 557 100.0 623 436 70.0 647 539 83.3 741 613 82.7 2568 2145 83.5

男子 81 81 100.0 97 89 91.8 101 95 94.1 93 86 92.5 87 86 98.9 99 90 90.9 558 527 94.4

女子 30 30 100.0 26 26 100.0 24 22 91.7 25 25 100.0 29 29 100.0 27 24 88.9 161 156 96.9

計 111 111 100.0 123 115 93.5 125 117 93.6 118 111 94.1 116 115 99.1 126 114 90.5 719 683 95.0

男子 36 36 100.0 42 42 100.0 34 30 88.2 112 108 96.4

女子 31 31 100.0 33 30 90.9 38 38 100.0 102 99 97.1

計 67 67 100.0 75 72 96.0 72 68 94.4 214 207 96.7

男子 2 2 100.0 14 14 100.0 10 10 100 21 16 76.2 47 42 89.4

女子 3 3 100.0 1 0 0.0 21 21 100.0 26 26 100 14 14 100.0 65 64 98.5

計 5 5 100.0 1 0 0.0 35 35 100.0 36 36 100 35 30 85.7 112 106 94.6

男子 1 1 100.0 4 3 75.0 34 28 82.4 39 32 82.1

女子 1 0 0.0 10 10 100.0 11 10 90.9

計 1 1 100.0 5 3 60.0 44 38 86.4 50 42 84.0

男子 44 44 100.0 59 59 100.0 46 46 100.0 59 54 91.5 208 203 97.6

女子 155 154 99.4 142 140 98.6 166 162 97.6 160 158 98.8 623 614 98.6

計 199 198 99.5 201 199 99.0 212 208 98.1 219 212 96.8 831 817 98.3

男子 164 164 100.0 202 193 95.5 181 171 94.5 200 182 91.0 97 96 99.0 120 106 88.3 964 912 94.6

女子 219 218 99.5 203 196 96.6 228 222 97.4 216 214 99.1 55 55 100.0 41 38 92.7 962 943 98.0

計 383 382 99.7 405 389 96.0 409 393 96.1 416 396 95.2 152 151 99.3 161 144 89.4 1926 1855 96.3

男子 39 38 97.4 39 38 97.4

女子 23 22 95.7 1 1 100.0 24 23 95.8

計 62 60 96.8 1 1 100.0 63 61 96.8

男子 69 68 98.6 69 68 98.6

女子 13 12 92.3 13 12 92.3

計 82 80 97.6 82 80 97.6

男子 108 106 98.1 108 106 98.1

女子 36 34 94.4 1 1 100.0 37 35 94.6

計 144 140 97.2 1 1 100.0 145 141 97.2

男子 1080 1078 99.8 1044 765 73.3 1088 916 84.2 1278 1013 79.3 97 96 98.97 120 106 88.3 4707 3974 84.4

女子 695 692 99.6 732 604 82.5 749 678 90.5 823 709 86.1 55 55 100 41 38 92.7 3095 2776 89.7

計 1775 1770 99.7 1776 1369 77.1 1837 1594 86.8 2101 1722 82.0 152 151 99.34 161 144 89.4 7802 6750 86.5

表4-2　学域・学年別受診状況

学域

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計

機械工学類

フロンティア工学類

人
間
社
会
学
域

人文学類

法学類

経済学類

学校教育学類

地域創造学類

国際学類

機械工学類

電子情報学類

環境デザイン学類

自然システム学類

3学類一括

総
合
教
育
部

文系

理系

計

電子情報通信学類

地球社会基盤学類

生命理工学類

医
薬
保
健
学
域

医学類

薬学類・創薬科学類

薬学類

創薬科学類

保健学類

理
工
学
域

数物科学類

物質化学類
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表４－３ 大学院等・研究科別 学年別受診状況 

 

 

（表４－３をこのスペースに挿入） 

 

可能ならば1ページに収めてください 

学年

対
象
者

受
診
者

受
診
率

対
象
者

受
診
者

受
診
率

対
象
者

受
診
者

受
診
率

対
象
者

受
診
者

受
診
率

対
象
者

受
診
者

受
診
率

性別 % % % % %

男子 21 20 95.2 31 15 48.4 52 35 67.3

女子 28 23 82.1 37 24 64.9 65 47 72.3

(博士前期課程) 計 49 43 87.8 68 39 57.4 117 82 70.1

男子 345 340 98.6 397 344 86.6 742 684 92.2

女子 38 38 100.0 74 46 62.2 112 84 75.0

(博士前期課程) 計 383 378 98.7 471 390 82.8 854 768 89.9

医薬保健学総合研究科 男子 8 7 87.5 6 5 83.3 14 12 85.7

（医科学） 女子 6 6 100.0 15 12 80.0 21 18 85.7

(修士課程) 計 14 13 92.9 21 17 81.0 35 30 85.7

医薬保健学総合研究科 男子 20 15 75.0 30 18 60.0 50 33 66.0

（創薬科学） 女子 16 16 100.0 23 22 95.7 39 38 97.4

(博士前期課程) 計 36 31 86.1 53 40 75.5 89 71 79.8

医薬保健学総合研究科 男子 31 16 51.6 28 7 25.0 59 23 39.0

（保健学） 女子 27 17 63.0 36 14 38.9 63 31 49.2

(博士前期課程) 計 58 33 56.9 64 21 32.8 122 54 44.3

男子 14 14 100.0 11 11 100.0 25 25 100.0

女子 2 2 100.0 2 2 100.0 4 4 100.0

計 16 16 100.0 13 13 100.0 29 29 100.0

男子 4 4 100.0 6 1 16.7 13 2 15.4 23 7 30.4

女子 8 7 87.5 8 4 50.0 30 7 23.3 46 18 39.1

(博士後期課程) 計 12 11 91.7 14 5 35.7 43 9 20.9 69 25 36.2

男子 27 12 44.4 60 20 33.3 123 20 16.3 210 52 24.8

女子 4 2 50.0 12 1 8.3 31 11 35.5 47 14 29.8

(博士後期課程) 計 31 14 45.2 72 21 29.2 154 31 20.1 257 66 25.7

男子 9 1 11.1 10 1 10.0 10 0 0.0 10 1 10.0 39 3 7.7

女子 1 0 0.0 4 0 0.0 2 0 0.0 4 0 0.0 11 0 0.0

(博士課程) 計 10 1 10.0 14 1 7.1 12 0 0.0 14 1 7.1 50 3 6.0

医学系研究科 男子 25 0 0.0 25 0 0.0

（医学） 女子 4 0 0.0 4 0 0.0

(博士課程) 計 29 0 0.0 29 0 0.0

医学系研究科 男子 2 0 0.0 2 0 0.0

（保健学） 女子
(博士後期課程) 計 2 0 0.0 2 0 0.0

医薬保健学総合研究科 男子 48 17 35.4 42 5 11.9 34 7 20.6 167 8 4.8 291 37 12.7

（医学） 女子 6 3 50.0 23 10 43.5 25 12 48.0 58 12 20.7 112 37 33.0

(博士課程) 計 54 20 37.0 65 15 23.1 59 19 32.2 225 20 8.9 403 74 18.4

医薬保健学総合研究科 男子 2 1 50.0 2 1 50.0 1 0 0.0 4 1 25.0 9 3 33.3

（薬学） 女子 1 1 100.0 2 1 50.0 3 0 0.0 6 2 33.3

(博士課程) 計 3 2 66.7 2 1 50.0 3 1 33.3 7 1 14.3 15 5 33.3

医薬保健学総合研究科 男子 5 4 80.0 4 1 25.0 16 4 25.0 25 9 36.0

（創薬科学） 女子 4 3 75.0 3 2 66.7 8 4 50.0 15 9 60.0

(博士後期課程) 計 9 7 77.8 7 3 42.9 24 8 33.3 40 18 45.0

医薬保健学総合研究科 男子 15 1 6.7 16 1 6.3 29 2 6.9 60 4 6.7

（保健学） 女子 12 5 41.7 18 3 16.7 47 3 6.4 77 11 14.3

(博士後期課程) 計 27 6 22.2 34 4 11.8 76 5 6.6 137 15 10.9

男子 10 6 60.0 7 3 42.9 17 9 52.9

女子 4 4 100.0 10 3 30.0 14 7 50.0

(専門職学位課程) 計 14 10 71.4 17 6 35.3 31 16 51.6

男子 5 1 20.0 8 4 50.0 4 3 75.0 17 8 47.1

女子 4 2 50.0 3 1 33.3 2 2 100.0 9 5 55.6

(専門職学位課程) 計 9 3 33.3 11 5 45.5 6 5 83.3 26 13 50.0

男子 1 0 0.0 1 0 0.0

女子 7 4 57.1 7 4 57.1

計 1 0 0.0 7 4 57.1 8 4 50.0

男子 564 459 81.4 659 437 66.3 232 38 16.4 206 10 4.9 1661 944 56.8

女子 161 129 80.1 268 144 53.7 154 44 28.6 69 12 17.4 652 329 50.5

計 725 588 81.1 927 581 62.7 386 82 21.2 275 22 8.0 2313 1273 55.0

男子 1 1 100.0 1 1 100.0

女子 31 31 100.0 31 31 100.0

計 32 32 100.0 32 32 100.0

男子 122 49 40.2

女子 110 36 32.7

計 232 85 36.6

表4-3　大学院等・研究科別・学年別受診状況

研究科

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 合計

非正規生

人間社会環境研究科

自然科学研究科

新学術創成研究科

人間社会環境研究科

自然科学研究科

先進予防医学研究科

教職実践研究科

法務研究科

連合大学院

計

専攻科・別科
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表４－４ 10月期入学者健康診断 所属別受診状況 

 

 

（表４－４をこのスペースに挿入） 

 

 

対
象
者

(

内
留
学
生

)

受
診
者

(

内
留
学
生

)

受
診
率

％

 男子 1 1 1 1 100.0

 女子 0 0

計 1 1 1 1 100.0

 男子 2 2 2 2 100.0

 女子 8 8 6 6 75.0

計 10 10 8 8 80.0

 男子 30 28 20 19 66.7

 女子 15 15 12 12 80.0

計 45 43 32 31 71.1
医薬保健学総合研究科  男子 1 1 0 0 0.0

(創薬科学)  女子 1 1 0 0 0.0
（博士前期課程） 計 2 2 0 0 0.0

 男子 1 0 0 0 0.0

 女子 0 0

計 1 0 0 0 0.0

 男子 31 17 22 15 71.0

 女子 9 6 7 5 77.8

計 40 23 29 20 72.5

 男子 1 0 0 0 0.0

 女子 4 3 3 3 75.0

計 5 3 3 3 60.0
医薬保健学総合研究科  男子 14 3 2 2 14.3

(医学)  女子 8 7 5 5 62.5
（博士課程） 計 22 10 7 7 31.8

医薬保健学総合研究科  男子 6 2 4 2 66.7
(創薬科学)  女子 0 0

（博士後期課程） 計 6 2 4 2 66.7
医薬保健学総合研究科  男子 5 0 1 0 20.0

(保健学)  女子 3 1 1 1 33.3
（博士後期課程） 計 8 1 2 1 25.0

 男子 92 54 52 41 56.5

 女子 48 41 34 32 70.8

計 140 95 86 73 61.4

 男子 96 74 69 68 71.9

 女子 128 111 95 95 74.2

計 224 185 164 163 73.2

 男子 188 128 121 109 64.4

 女子 176 152 129 127 73.3
計 364 280 250 236 68.7

 男子 1 0

 女子 1 0

計 2 0

 男子 1 0

 女子 0 0

計 1 0

 男子 7 0

 女子 2 0

計 9 0

 男子 1 0

 女子 1 0

計 2 0

 男子 1 0

 女子 0 0

計 1 0

 男子 11 0

 女子 4 0
計 15 0

364 280 265 236

表4-4　　10月期入学者健康診断　所属別受診状況

　
性
別

学
域
・
研
究
科

人間社会学域
国際学類

人間社会環境研究科
（博士前期課程）

自然科学研究科
（博士前期課程）

人間社会環境研究科
（博士後期課程）

自然科学研究科
（博士後期課程）

先進予防医学研究科
（博士課程）

計

総計

計

非正規生

計

留
学
者
・
休
学
者
・
そ
の
他

人間社会学域
学校教育学類

理工学域
電子情報学類

医薬保健学域
医学類

医薬保健学域
保健学類

医薬保健学総合研究科
(保健学)

(博士前期課程）

－ 10 －



 

 

(2) 受診状況の経年推移 

表５ 過去１０年間の受診状況 

 

（表５とグラフ２個をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

　  年　度  学生数  受診者数  受診率(%)  学生数  受診者数  受診率(%)

H22年  10,539  8,422  79.9  1,801  1,798  99.8

H23年  10,521  8,355  79.4  1,814  1,812  99.9

H24年  10,498  8,371  79.7  1,807  1,802  99.7

H25年  10,434  8,451  81.0  1,789  1,787  99.9

H26年  10,387  8,213  79.1  1,775  1,774  99.9

H27年  10,269  8,475  82.5  1,792  1,791  99.9

H28年  10,267  8,301  80.9  1,776  1,775  99.9

H29年  10,222  8,356  81.7  1,779  1,775  99.8

H30年  10,237  8,255  80.6  1,787  1,780  99.6

H31年  10,147  8,055  79.4  1,775  1,770  99.7

表5　過去10年間の受診状況

全学生（非正規生含まず） 学域1年生
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図 １ 全学⽣受診率

図 ２ 学域1年⽣ 受診率（％）

－ 11 －



 

３）定期健康診断の内科診察結果 

 

表６ 内科診察結果 

 

（表６をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）定期健康診断の血圧測定結果 

表７ 血圧測定結果 

 

 

 

（表７をこのスペースに挿入） 

 

 

 

3）　定期健康診断の内科診察結果

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

(4) (1) (3)

1,078 692 105 112 9.7 16.2 7 2 1 22 0 0 97 88 1 10 1 9 100.0 90.0 0 0 0 4 0 0 1 6 7 0 1 0 2 0 1

(4) (1) (8) (1)

2,870 2,074 106 90 3.7 3.7 17 12 9 38 10 10 65 30 10 26 8 24 80.0 92.3 6 4 2 16 0 1 2 5 28 2 1 1 0 0 4

計 35 2 2 1 2 0 5

（2） (1) (1) (1) (1) (1)

944 329 31 25 3.3 7.6 4 3 7 7 2 7 19 9 6 4 5 4 83.3 100.0 2 1 2 3 0 0 2 1 8 1 0 0 0 1 0

(1)

1 31 0 1 0.0 3.2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 100.0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

49 35 1 1 2.0 2.9 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0

計 9 1 0 0 0 1 0

44 3 2 1 2 1 5

（30 ）* 病院紹介件数延数

# 有所見者の中には，医療機関通院中であるが，再検査対象になっていない学生も含まれる。
　 ％

病院紹介 再検査対象者＝ C=D+f+g
ｅ 要医療：多嚢胞性卵巣症候群（1）

 月経前症候群（1）

　

0 3

要管理率 (D+f+g)/A 0.7

28 1 17

ｆ.ｇ　内訳 1 2

29 309 58 52 89.78,103 472 5.8 45 86 13

90.9 3 6 0 3

合   計

7 16 9 29 11 10

22 1 14

大
学
院
生
な
ど

 大 学 院

 別　　 科

 非正規生

1,389 59 4.2

20 280 47 42 89.4 10

d
病
院
紹
介

…

返
書
未

e
要
医
療

学
域
生

1年生

1年生以外

6,714 413 6.2 38 70

甲状腺腫 貧血 その他 a
放
置
可

b
要
観
察

c
要
精
査

受診率
（D/C)
（％）

異常所見内訳（Cの延数） 判定区分（D））

ｆ
既
に
通
院
中
で

再
検
に
来
ず

表6　　内科診察結果

一次検診 二次検診

受診者
（Ａ）

#
有所見者

（Ｂ）

有所見率
（B／A）(%)

有所見内訳（延数）

対象者
（C）

受診者
（D）

ｇ
二
次
未
受
診

心雑音 甲状腺腫 貧血 その他 心雑音

4）　定期健康診断の血圧測定結果

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

1,076 692 97 5 9.0 0.7 9 0 88 5 83 3 85.6 60.0 0 0 1 0 85 0 1 0 0 0 16

2,891 2,082 370 23 12.8 1.1 70 7 300 16 310 22 83.8 95.7 0 0 4 0 328 0 4 0 0 1 60

計 413 0 5 0 0 1 76

(1)

944 329 136 8 14.4 2.4 20 5 116 3 121 5 89.0 62.5 0 0 3 0 124 0 2 0 0 1 17

1 31 1 2 100.0 6.5 0 0 1 2 1 1 100.0 50.0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1

49 35 9 1 18.4 2.9 0 0 9 1 8 1 88.9 100.0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 1

計 135 0 2 0 0 1 19

548 0 7 0 0 2 95

(1)*病院紹介件数

一次検診は、自動血圧計を用いて，座位にて上腕を，基本的には１回測定した。

％

①高血圧の判定は，収縮期血圧≧160mmHg and/or 拡張期血圧≧95mmHg 再検査対象者＝ B=C+f+g

②境界域高血圧の判定は，①と③の中間を示す

③正常血圧の判定は，収縮期血圧＜140mmHg and/or 拡張期血圧＜90mmHg

※平成21年度から低血圧の設定なし。

高
血
圧

境
界
域

a
放
置
可

b
要
観
察

c
要
精
査

表7　　血  圧  測　定  結  果              

一次検診  二次検診

受診者（Ａ）
異常所見者

（Ｂ）

異常者率
（B／A）

(%)

異常所見（B）

受診者（Ｃ）
受診率
（Ｃ／Ｂ）

(%)

異常所見（Ｄ） 判定区分（Ｃ）
ｆ

既
に
通
院
中
で

再
検
に
来
ず

d
病
院
紹
介

…

返
書
未

e
要
医
療

ｇ
二
次
未
受
診

学
域
生

 1年生

 1年生以外

6,741 495 0 5

高
血
圧

境
界
域

大
学
院
生
な
ど

 大 学 院

 別　　 科

 非正規生

1,389 0 3

7.3 86 409 418 84.4

合   計 8,130 652

157 11.3 25 132 137 87.3

8.0 111 541 555 85.1

ｆ.ｇ　内訳 19 78

要管理率 (D+f+g)/A 1.3

80

－ 12 －



 

５）定期健康診断の尿検査結果 

表８ 尿検査結果 

 

 

 

 

 

（表８をこのスペースに挿入） 

１ページで。 

 

 

 

 

5）　定期健康診断の尿検査結果

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

(7) (5)

1,077 686 143 53 13.3 7.7 134 46 4 1 10 9 129 50 90.2 94.3 8 6 5.6 15.1 6 4 1 0 3 4 173 2 2 2 0 0 17

(7) (7)

2,866 1,961 145 91 5.1 4.6 97 58 28 4 26 30 108 78 74.5 85.7 11 8 7.6 8.8 7 5 1 0 3 5 175 3 4 4 0 4 46

計 348 5 6 6 0 4 63

（2）

944 319 38 15 4.0 4.7 19 5 4 1 19 10 30 12 78.9 80.0 4 1 10.5 6.7 0 0 0 0 4 1 37 1 3 0 0 2 9

1 31 0 0 0.0 0.0

49 34 3 4 6.1 11.8 3 1 0 0 0 3 2 2 66.7 50.0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 3

計 41 1 3 0 0 2 12

389 6 9 6 0 6 75

（ 28 ）*病院紹介件数

注 既に治療中も含む

1.5 ％

採尿方法は，検尿容器ピー・ポールⅡを使用して早朝尿を採尿することを基本とし、やむを得えない場合は，随時尿を採取した。 再検査対象者＝（B）＝（C+f+g）
判定基準は，蛋白・潜血・糖いずれも（-）と（±）を正常とした。

再検査は，健診時に，早朝尿を持参した場合は随時尿，随時尿を持参した場合は早朝尿で行った。

表8　　尿  検  査  結  果                

一次検診 二次検診

受
診
者

異
常
者

異
常
者
率

（
％

）

異常所見（Bの延数）
受
診
者

受
診
率

（
％

）

異常所見（Dの延数） 判  定  区  分（C） 注 ｆ
既
に
通
院
中
で

再
検
に
来
ず

ｇ
二
次
未
受
診

a
放
置
可

b
要
観
察

c
要
精
査

d
病
院
紹
介

…

返
書
未

e
要
医
療（Ａ） （Ｂ） 　（A／B） （Ｃ） （C/B） （Ｄ） 　（Ｄ／B）

蛋
白
陽
性

糖
陽
性

潜
血
陽
性

蛋
白
陽
性

糖
陽
性

潜
血
陽
性

異
常
者

異
常
者
率

（
％

）

学
域
生

1年生

1年生以外

6,590 432

60

335 37 75 3656.6

 大 学 院

大
学
院
生
な
ど

 別    科

 非正規生

1,378 76.7

7.6 22 2 1584.5 33

5 8.3 0 0 54.4 28 5 32 46

22合計 7,968 492 6.2 363 42

検査方法は，尿試験紙(オーションスティックス）を用い，判定の際の主観的差異をさけるため，AUTIONMINI（アークレイ）を使用する比色判定法を
とった。

要管理率 （D+f+g)/Ａ

2 20

ｆ.ｇ内訳 実数： 57 9 21

107 411 83.5 38 7.7

－ 13 －



 

６）定期健康診断の胸部Ｘ線写真検査結果 

表９ 胸部Ｘ線写真検査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表９をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１０ 胸部Ｘ線所見記載表 

 
 

（表９をこのスペースに挿入） 

 

 

 

6）　定期健康診断の胸部Ｘ線写真検査結果

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

(2) (2)

1,078 691 46 63 4.3 9.1 16 4 9 6 18 52 4 4 5 2 5 2 100.0 100.0 2 1 3 1 0 1 0 0 7 0 0 0 0 0 0

(2) (1) (1) (2) (1)

2,896 2083 113 127 3.9 6.1 22 8 26 24 55 89 14 9 8 5 8 5 100.0 100.0 4 1 3 4 0 0 1 0 10 2 0 1 0 0 0

計 17 2 0 1 0 0 0

(1)

943 325 36 17 3.8 5.2 7 1 7 4 19 10 3 3 1 0 1 100.0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

1 31 0 2 0.0 6.5 0 2 0 0 0 0

49 36 3 2 6.1 5.6 0 0 0 0 3 1 0 2 0 0

計 1 0 0 0 0 0 0

18 2 0 1 0 0 0

(12)*病院紹介件数

＃　有所見者の中には，医療機関通院中であるが，再検査対象になっていない学生も含まれる。

胸部X線写真検査は，全学年を対象に実施した。 ％

再検査対象者＝（C）＝（D+ｆ+ｇ）

判定は，当センター医師による２重読影を行った。

胸部X線所見記載法を表10に示す。

ｆ
既
に
通
院
中
で

再
検
に
来
ず

ｇ
二
次
未
受
診

呼吸器系 心・血管系 骨格系 その他 呼吸器系

表9　　胸部Ｘ線写真検査結果

一次検診 二次検診

受診者(Ａ）
＃

有所見者（Ｂ）
有所見率

（B／Ａ）（％）

有所見内訳（Bの延数）

対象者（C） 受診者（D） d
病
院
紹
介

…

返
書
未

e
要
医
療

骨格系 その他
a
放
置
可

b
要
観
察

c
要
精
査

学
域
生

1　年　生

１年生以外

6,748 349 5.2 50 65

心・血管系

受診率
（D／C）（％）

異常所見内訳（Cの延数） 判定区分（D）

11 1 1

大
学
院
生
な
ど

大 学 院

別　　科

非正規生

1,385 60 4.3

214 31 20 20 100.0 8

100.0 0 1 0 01 1

合　　計

8 13 33 8

39 218,133 409 5.0 58 78 247 1 121 100.0 8 12

要管理者率 (D+f+g)/A 0.3

撮影方法は，外部機関のレントゲン車を用いて間接撮影法を行った。

H28年度から読影方法はフィルムからデジタル画像へ変更

f.ｇ　内訳 0 0 0 0

－ 14 －



 

７）定期健康診断の心電図検査結果 

 

 

表１１ 心電図検査結果（学域新１年生・新編入生） 

 

 

 

 

 

 

（表１１をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

 

7）　定期健康診断の心電図検査結果

(%) (%)

(Ａ） （Ｂ） (B/A) （Ｃ） (C/B) （D）

(19)

1,077 27 2.5 0 1 0 2 0 10 2 1 0 14 27 100.0 27 22 1 1 3 0 0 0

(2)

692 7 1.0 0 0 0 0 1 5 1 0 0 0 7 100.0 7 6 0 1 0 0 0 0

計 1,769 34 1.9 0 1 0 2 1 15 3 1 0 14 34 100.0 34 28 1 2 3 0 0 0

(1)

53 1 1.9 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 100.0 1 1 0 0 0 0 0 0

18 0 0.0

計 71 1 1.4 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 100.0 1 1 0 0 0 0 0 0

1,840 35 1.9 0 1 0 3 1 15 3 1 0 14 35 100.0 35 29 1 2 3 0 0 0

fg内訳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 （22）* 病院紹介件数

 
心電図検査は新入学生（編入生含む）の全員を対象に実施した。 要管理率 (D+f+g)/A ％

H26年度より、日循協ミネソタコード準拠を採用した。

一次判定において病的異常と判定される場合は，二次判定を実施した。

 　　　

右
脚
ブ
ロ

ッ
ク

房
室
ブ
ロ

ッ
ク

学域1年生

男

女

徐
 
 

脈

頻
 
 

脈

異
所
性
調
律

表11 心電図検査結果 （ 学域1年生・ 新編入生）
一次検診 二次検診

受
診
者

異
常
者

異
常
率

一次検診異常項目（Bの延べ数）
受
診
者

受
診
率

ｆ
既
に
通
院
中
で

再
検
に
来
ず

ｇ
二
次
未
受
診

洞  性 Ｓ
Ｔ
|
T
異
常

そ
の
他

e
要
医
療

d
病
院
紹
介

…

返
書
未

異
常
者

判定区分（C）

期外収縮 Ｗ
Ｐ
Ｗ
症
候
群

上
室
性

心
室
性

a
放
置
可

b
要
観
察

c
要
精
査

新編入生

男

女

合計

1.9

－ 15 －



 

８）定期健康診断の血液検査結果 

 

表１２ 血液検査結果（学類新1年生・新編入生） 

 

 

 

 

 

（表１２をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

 

９）定期健康診断再検査実施状況 

 

表１３ 定期健康診断再検査実施状況 

 

 

 

（表１３をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

８）定期健康診断の血液検査結果 

 

表１２ 血液検査結果（学域新1年生・新編入生） 

 

 

 

 

 

（表１２をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

 

９）定期健康診断再検査実施状況 

 

表１３ 定期健康診断再検査実施状況 

 

 

 

（表１３をこのスペースに挿入） 

 

 

 

8）　定期健康診断の血液検査結果

性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

1,077 692 195 79 18.1 11.4 230 87 39 16 44 35 24 2 109 10 13 21 1 3

53 18 8 1 15.1 5.6 12 1 1 0 3 1 4 0 3 0 1 0 0 0

(14) (15)

195 79 179 74 96 49 104 49 2 1 34 28 8 0 50 2 10 17 0 1 205 14 11 8 15 0 21

（1）

8 1 7 1 4 1 6 1 1 0 2 1 2 0 1 0 0 0 0 0 6 1 0 0 1 0 1

211 15 11 8 16 0 22

血液検査は新入学生（編入生含む）全員を対象に実施した。  
この一次検診で異常と判定された場合は，二次検診を実施して判定した。 　 ％

　

血液正常値 e 要医療： 鉄欠乏性貧血（12）

月経不順・鉄欠乏性貧血（1）

ヘモグロビン 急性白血病（1）

白血球 潰瘍性大腸炎治療中（1）

原発性硬化性胆管炎・潰瘍性大腸炎（1）

GOT

GPT

Tｃｈo

　

表12　　血液検査結果（学域新１年生・新編入生）

一
次
検
診

受診者(A) 異常者(B)
異常者率(%)

(B/A)
異常者(B')

（Bの延べ数）

一次検診異常所見（Bの延べ数） 判定区分（C） 　
　
ｆ

既
に
通
院
中
で
再
検
に
来
ず

　
　
ｇ
二
次
未
受
診

白血球 ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ GOT GPT TC 血糖 　
a
放
置
可

　
b
要
観
察

　
c
要
精
査

　
d
病
院
紹
介
…

返
書
未

　
e
要
医
療

学域1年生

新編入生

計
1,840 283 15.4 330 56 83 30 122 35 4

二
次
検
診

再検対象者
（B)

受診者（C) 異常者（D)
異常者(D')

（Dの延べ数）
二次検診異常所見（Dの延数）

学域1年生

新編入生

計

（30）* 病院紹介件数延数

283 261 150 160 4 65 10 53 27 1

（D+f+g)/A 9.3

H28年度から男子ヘモグロビン正常値14.0～18.0へ変更。

病院紹介

検査項目 男子 女子 単位

血糖
空腹時≦109

mg/dl
随時≦139

要管理率

150～199＊ mg/dl ＊（200～239：有所見正常）

14.0～18.0 11.5～16.0 g/dl

30～99 102/㎜

≦40 IU

≦40 IU

　　　　　9）　定期健康診断再検査実施状況

検査項目 学域生
大学院生

(別科を含む)
非正規生 計

血 圧 測 定 430 126 12 568

尿 検 査 413 48 12 473

尿 沈 査 19 0 0 19

心 電 図 5 1 0 6

負 荷 心 電 図 0 0 0 0

ホ ル タ ー 心 電 図 0 0 0 0

血 液 検 査 189 0 0 189

保 健 指 導 208 1 0 209

病 院 紹 介 118 11 0 129

合 計 1,382 187 24 1,593

表13　　定期健康診断再検査実施状況

    H24年度より、 Ｘ線直接撮影は中止した。  

    H26年度より、 看護職による保健指導を実施した。
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３．学生に対する保健活動 

１）保健管理センター利用状況 

表１４ 保健管理センター地区別利用状況（学生） 

 

（表１４をこのスペースに挿入） 

 

1ページに収めてください 

 

 

感 冒 ･ 呼 吸 器 系 97 23 11 131

胃 腸 ・ 消 化 器 系 40 12 6 58

休 養 95 98 7 200

診 察 327 25 37 389

そ の 他 391 117 80 588

計 950 275 141 1,366

外 傷 51 16 9 76

火 傷 8 3 0 11

打 撲 ・ 捻 挫 ・ 骨 折 10 4 1 15

筋 肉 痛 ・ 関 節 痛 18 6 5 29

そ の 他 7 0 0 7

計 94 29 15 138

370 66 6 442

31 10 9 50

4 0 0 4

11 4 0 15

16 4 3 23

33 10 6 49

7 0 3 10

血 圧 測 定 240 119 0 359

尿 検 査 620 72 95 787

尿 沈 査 1 0 0 1

心 電 図 5 0 0 5

採 血 16 0 0 16

視 力 測 定 160 36 1 197

聴 力 測 定 7 0 0 7

ア ル コ ー ル パ ッ チ 0 0 0 0

計 1,049 227 96 1,372

546 0 728 1,274

285 74 43 402

1 0 0 1

260 58 0 318

99 4 0 103

6,108 6 213 6,327

* 144 9 5 158

10,008 776 1,268 12,052

証 明 証 発 行 枚 数

病 院 紹 介

合　　　　　　　　　計

＊定期健康診断受診再検査者病院紹介を除く

歯 科 系

特 別 健 診

健 康 相 談 （ 看 護 師 ）

健 康 相 談 （ 医 師 ）

学 生 相 談 （ 看 護 師 ）

救 急 カ バ ン 貸 出

検
　
　
　
査

　3.学生に対する保健活動

表１４　保健管理センター地区別利用状況    （学生）

地 区 角間本部 角間南分室 宝町分室 合　　　　　計

眼 科 系

耳 鼻 科 系

皮 膚 科 系

内
科
系

外
科
系

精 神 科 系

婦 人 科 系

泌 尿 器 科 系
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２）学生相談に関する利用状況 

 

表１５−１ 延べ人数 

 

（表１５−１をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１５－２ 前年度の継続件数（実数）と、新規受付ケース数（実数） 

 

（表１５－２をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１５－３ 利用者の内訳（実数） 

 

（表１５－３をこのスペースに挿入） 

 

 
 
 
 
 
 

 

２）学生相談に関する利用状況 

 

表１５−１ 延べ人数 

 

（表１５−１をこのスペースに挿入） 
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表１５－３ 利用者の内訳（実数） 

 

（表１５－３をこのスペースに挿入） 

 

 
 
 
 
 
 

2019年度学生相談件数

表15-１　延べ件数

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

学業
14 19 26 25 17 23 27 33 32 21 26 25 288

進路・将来
22 20 20 29 16 19 23 26 23 32 21 29 280

性格・精神的問題
92 117 155 161 76 72 126 135 124 127 106 63 1354

対人関係（家族，友人，
異性など）に関する問題 21 26 24 30 14 14 29 24 21 31 23 6 263
ハラスメント（アカハラや
セクハラ）に関する問題 1 0 0 0 0 0 0 7 0 1 1 0 10
学生生活全般（不登校
等） 24 34 31 21 7 14 19 21 18 19 8 12 228

身体的問題
4 4 7 2 0 1 2 2 3 3 4 1 33

性格検査
2 69 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 77

学生への対応（教職員や
家族からの相談等） 62 48 41 52 40 71 35 55 58 53 87 69 671
その他（学外機関との連
携等） 20 10 30 25 23 21 10 19 13 17 16 24 228

計 262 347 340 345 193 235 271 322 292 304 292 229 34322019年度学生相談件数

表15-2　前年度の継続件数（実数）と，新規受付ケース数（実数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学業
4 2 3 4 2 1 1 2 1 3 1 5 2 27 31

進路・将来
13 8 6 3 6 0 0 1 3 0 2 4 1 34 47

性格・精神的問題
41 22 13 17 10 2 11 10 13 7 8 3 4 120 161

対人関係（家族，友人，異
性など）に関する問題 9 7 8 3 5 1 3 2 1 3 5 2 0 40 49
ハラスメント（アカハラや
セクハラ）に関する問題 0 1 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 4 4
学生生活全般（不登校
等） 18 2 2 3 3 1 0 3 2 2 0 0 1 19 37

身体的問題
0 2 1 3 0 0 0 2 1 2 1 1 0 13 13

性格検査
0 1 58 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 64 64

学生への対応（教職員や
家族からの相談等） 82 11 8 6 12 5 13 4 7 8 8 2 9 93 175
その他（学外機関との連
携等） 37 6 0 0 2 0 1 2 0 0 1 1 3 16 53

計 204 62 100 44 40 10 29 26 30 25 26 18 20 430 634

2019年度前年
継続

新規 計項目

2019年度学生相談件数

表15-3　利用者の内訳（実数）

男性 女性 その他 計

学生・院生 211 201 0 412

教職員 108 29 1 138

保護者 13 46 0 59

その他 15 9 1 25

計 347 285 2 634
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表１５－４ 学域生利用者数 
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2019年度学生相談件数

表15-4　学部・学類別学生利用者数

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生以上 その他
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

人文学類 6 7 1 9 7 15 2 9 1 1 58

法学類 6 4 3 4 4 1 2 4 5 1 34

経済学類 1 1 1 3 2 5 1 1 1 0 16

学校教育学類 1 2 0 1 3 6 1 0 0 1 15

地域創造学類 0 2 1 1 0 5 1 2 2 0 14
国際学類 0 3 0 2 1 2 0 3 2 1 14

数物科学類 0 0 2 1 6 0 7 0 1 1 18

物質化学類 1 3 2 1 2 2 4 2 0 0 17

理工学域3学類一括 2 0 0 0 2

機械工学類 0 1 2 0 8 2 3 1 17

フロンティア工学類 5 0 5

電子情報通信学類 2 0 2

地球社会基盤学類　 2 0 5 1 8

生命理工学類　 1 0 1 2 4

電子情報学類 3 1 3 0 5 0 12

環境デザイン学類 0 0 6 0 2 0 8
自然システム学類 0 2 3 2 3 1 11

医学類 0 1 1 1 1 2 1 2 0 3 12

薬学類 0 1 2 1 3 1

創薬科学類 2 0 1 0 1 0
保健学類 1 0 0 2 2 3 0 3 0 1 12

総合教育部（文系一括） 4 1 1 0 6
総合教育部（理系一括） 4 1 0 0 5
その他（非正規生） 5 3 8
計 34 31 25 31 35 45 42 31 29 12 165 150 315

計

30 0 2 17

2019年度学生相談件数

表15-5　大学院生利用者数

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

 修士課程 文系研究科 2 8 2 6 1 1 0 0 0 3 23

(博士前期課程) 理系研究科 13 5 16 4 0 1 0 0 2 0 41

医学系研究科 2 5 0 8 0 0 0 1 0 0 16
新学術創成研究科 0 0 0 0 0 0 0

 博士課程 文系研究科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(博士後期課程) 理系研究科 3 1 0 0 2 1 0 0 0 0 7
医学系研究科 0 1 0 3 2 1 1 1 0 1 10

 計 20 20 18 21 5 4 1 2 2 4 97

計
１年生 ２年生 ３年生 ４年以上 研究生他

2019年度学生相談件数

表15-6　転帰

件数

本人が解決して終結 47

本人が一部解決して終結 111

不変のまま終結あるいは中断 67

保健管理センター内医師への紹介 2

保健管理センター内心理師への紹介 2

学内専門機関への紹介 10

学外機関への紹介 20

継続中 73

助言、情報提供のみ 93

コンサルテーションのみ 160

その他 49

計 634
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表１５－７ 分類別相談内容 

学業 専攻選択に関する悩み、研究上の困難、勉学意欲の減退など 

進路・将来 将来の進路が決まらない・選べない、就職が決まらない、進学、院試に関する

悩み、休学・退学の希望 

性格・精神的問題 うつ状態、うつ、強迫・不安症状、性格に関する悩み、情緒不安定、神経質、

リストカット、不眠、摂食障害、自分の能力とあり方、ひきこもり、発達障害 

対人関係 人との関係の築き方、孤独、親や友人との関係、研究室の環境、恋愛問題、 

過去の人との間で生じた心の傷 

ハラスメント セクシャル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、ハラスメントまで

は至らないかもしれない不愉快な体験など 

学生生活全般 アルバイトの悩み、登校再開後の適応、不登校、不登校傾向など 

身体的問題 身体疾患に関する悩み、健康状態への不安 

性格検査 性格検査の結果を元にカウンセラーと話し合うフィードバック面接 

学生への対応 家族や保護者からの相談、教員や職員からの相談など 

その他 学外の医療機関、相談機関、福祉サービス機関、就業支援機関などとの情報共

有や連携、その他上記に分類できないもの 

 

表１５－８ 過去６年間の学生相談延べ件数の推移 

（表１５－８をこのスペースに挿入） 

 

 

 平成 31・令和元年度の学生相談件数は、表 15-1 から表 15-6 のとおりである。メール相談は行ってい

ないが、教職員へのコンサルテーションにはメールでの対応が含まれている。相談内容は、学生が主に訴

えた中核的な問題を表 15-7 にしたがって分類した。複数の内容にまたがる問題は、相談員の判断で主な

もの1つに分類した。 

 過去６年間の延べ件数の推移を表15-8に示した。特徴として以下の３点があげられる。 
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表１５－８ 過去６年間の学生相談延べ件数の推移 

 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31／元年度 

延べ件数 2,340 3,100 2,386 2,672 2,869 3,432 

 

 平成 31／令和元年度の学生相談件数は、表15-1から表 15-6のとおりである。メールのみの相談は行っ

ていないが、教職員へのコンサルテーションにはメールでの対応が含まれている。相談内容は、学生が主

に訴えた中核的な問題を表 15-7 にしたがって分類した。複数の内容にまたがる問題は、相談員の判断で

主なもの1つに分類した。 

 過去６年間の延べ件数の推移を表15-8に示した。特徴として以下の３点があげられる。 

① 平成31／令和元年度は、前年度に比べて延べ相談件数が563件増加し、相談実人数が32名増加し、

それぞれ過去最高を更新した。件数の増加には、きめ細かい個別の対応と危機対策ミーティングで

の助言が含まれており、自殺件数が0件であったことは喜ばしいことである。 

② 延べ相談件数では、例年どおり、学生の性格・精神的問題に関する悩みが最も多く、39％であった。

次に多かったのは「学生への対応」で、20％であった。実人数においては、「学生への対応」が28％

と最も多く、学生の性格・精神的問題に関する悩みの25％を上回った。前年度に比べて教職員から

の相談や連携が増加した。 

③ 平成31／令和元年度は第1回公認心理師試験合格者が勤務を始めた年であり、法に基づいて主治医

に情報提供を依頼する文書を作成することが増えたことが、その他の件数の増加に現れている。困

難事例も増えているが、学内組織および学外専門機関との連携を強めて対処したいと考えている。 
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対人関係 人との関係の築き方、孤独、親や友人との関係、研究室の環境、恋愛問題、 

過去の人との間で生じた心の傷 

ハラスメント セクシャル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、ハラスメントまで

は至らないかもしれない不愉快な体験など 

学生生活全般 アルバイトの悩み、登校再開後の適応、不登校、不登校傾向など 

身体的問題 身体疾患に関する悩み、健康状態への不安 

性格検査 性格検査の結果を元にカウンセラーと話し合うフィードバック面接 

学生への対応 家族や保護者からの相談、教員や職員からの相談など 

その他 学外の医療機関、相談機関、福祉サービス機関、就業支援機関などとの情報共

有や連携、その他上記に分類できないもの 

 

表１５－８ 過去６年間の学生相談延べ件数の推移 

 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31／1年度 

延べ件数 2,340 3,100 2,386 2,672 2,869 3,432 

 

 平成 31／令和元年度の学生相談件数は、表15-1から表 15-6のとおりである。メールのみの相談は行っ

ていないが、教職員へのコンサルテーションにはメールでの対応が含まれている。相談内容は、学生が主

に訴えた中核的な問題を表 15-7 にしたがって分類した。複数の内容にまたがる問題は、相談員の判断で

主なもの1つに分類した。 

 過去６年間の延べ件数の推移を表15-8に示した。特徴として以下の４点があげられる。 

① 平成 31／令和元年度は、前年度に比べて延べ相談件数が 197 件増加し、相談実人数が 20 名増加し

た。相談実人数602名は過去最高だが、利用者の内訳を見ると「学生・院生」は前年度より5名少

なく、教職員と家族の人数が増えている。転帰を見ると助言やコンサルテーションが増えているこ

とがわかる。 

② 延べ相談件数では、例年どおり、学生の性格・精神的問題に関する悩みが最も多く、46％と約半分

を占めている。実人数においても、学生の性格・精神的問題に関する悩みが39％と最も多く、家族

や教職員、障がい学生支援室との連携で、「学生への対応」が 37％に増加している。複雑かつ深刻

な相談が多く、転帰は「本人が解決して終結」が減少し、「本人が一部解決して終結」が増加する

ことになった。 

③ 平成31／令和元年度は新しい入試制度が導入され、新しい学類・学部・研究科が増えた。新入生は

情報が少ないことに不安を感じ、在学生はカリキュラム変更で単位が取りにくくなることに不安を

感じ、教職員は新旧のカリキュラムを並行して担当することに負担感があるように見えた。非正規

生の相談も増えているが、ほとんど留学生の相談である。微力ながら学生・教職員のサポートにな

るような活動を継続していきたい。 

④  
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表１５－７ 分類別相談内容 

学業 専攻選択に関する悩み、研究上の困難、勉学意欲の減退など 

進路・将来 将来の進路が決まらない・選べない、就職が決まらない、進学、院試に関する

悩み、休学・退学の希望 

性格・精神的問題 うつ状態、うつ、強迫・不安症状、性格に関する悩み、情緒不安定、神経質、

リストカット、不眠、摂食障害、自分の能力とあり方、ひきこもり、発達障害 

対人関係 人との関係の築き方、孤独、親や友人との関係、研究室の環境、恋愛問題、 

過去の人との間で生じた心の傷 

ハラスメント セクシャル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、ハラスメントまで

は至らないかもしれない不愉快な体験など 

学生生活全般 アルバイトの悩み、登校再開後の適応、不登校、不登校傾向など 

身体的問題 身体疾患に関する悩み、健康状態への不安 

性格検査 性格検査の結果を元にカウンセラーと話し合うフィードバック面接 

学生への対応 家族や保護者からの相談、教員や職員からの相談など 

その他 学外の医療機関、相談機関、福祉サービス機関、就業支援機関などとの情報共

有や連携、その他上記に分類できないもの 

 

表１５－８ 過去６年間の学生相談延べ件数の推移 

 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31／元年度 

延べ件数 2,340 3,100 2,386 2,672 2,869 3,432 

 

 平成 31／令和元年度の学生相談件数は、表15-1から表 15-6のとおりである。メールのみの相談は行っ

ていないが、教職員へのコンサルテーションにはメールでの対応が含まれている。相談内容は、学生が主

に訴えた中核的な問題を表 15-7 にしたがって分類した。複数の内容にまたがる問題は、相談員の判断で

主なもの1つに分類した。 

 過去６年間の延べ件数の推移を表15-8に示した。特徴として以下の３点があげられる。 

① 平成31／令和元年度は、前年度に比べて延べ相談件数が563件増加し、相談実人数が32名増加し、

それぞれ過去最高を更新した。件数の増加には、きめ細かい個別の対応と危機対策ミーティングで

の助言が含まれている。 

② 延べ相談件数では、例年どおり、学生の性格・精神的問題に関する悩みが最も多く、39％であった。

次に多かったのは「学生への対応」で、20％であった。実人数においては、「学生への対応」が28％

と最も多く、学生の性格・精神的問題に関する悩みの25％を上回った。前年度に比べて教職員から

の相談や連携が増加した。 

③ 平成31／令和元年度は第1回公認心理師試験合格者が勤務を始めた年であり、法に基づいて主治医

に情報提供を依頼する文書を作成することが増えたことが、その他の件数の増加に現れている。困

難事例も増えているが、学内組織および学外専門機関との連携を強めて対処したいと考えている。 
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３）その他の利用状況 

(1) 特別健康診断等 

表１６ 特別健診の受診状況(学生) 

 

（表１６をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 各種証明書の発行 

表１７ 証明書発行件数 

 

（表１７をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

 

表１６～表１７で1ページに収めてください 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

角間 3 3

宝町 0

角間 201 2 237 440

宝町 1 161 155 317

角間 9 65 11 8 3 5 2 103

宝町 121 1 1 2 79 200 2 4 1 411

角間 9 65 212 2 0 0 245 0 3 8 0 2 546

宝町 0 122 162 1 2 79 355 2 4 1 0 0 728

9 187 374 3 2 79 600 2 7 9 0 2 1,274

＊平成28年度から課外活動健診はワンダーフォーゲル部のみとなった。

＊水泳部寒中水泳は、平成27年度から実施しないことに決定。それに伴い、水泳部課外活動検診も平成28年度から実施しないことになった。

＊X線取扱者健診は、平成23年10月から、年２回実施、採血は新規登録者のみ対象者とした（平成２３年度第１回教育研究用エックス線防護委員会で決定）。

表１６　特別健診の受診状況  (学生) 

合計

ＲＩ取扱者健診

小計

課外活動検診

Ｘ線取扱者健診

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

学域　小計 478 686 454 250 188 169 78 40 31 110 258 1,185 3,927

大学院等　小計 355 302 128 53 81 113 35 28 19 28 125 589 1,856

学域・大学院以外　小計 0 6 2 1 0 0 1 1 1 3 6 2 23

自動発行以外　小計 3 27 26 30 4 9 7 5 7 12 8 383 521

合計 836 1,021 610 334 273 291 121 74 58 153 397 2,159 6,327

　　　（2）各種証明書の発行　
表１７　証明書発行件数
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４．留学生に対する保健活動 

 

表１８ 保健管理センター地区別利用状況（留学生） 

 

（表１８をこのスペースに挿入） 

 
1ページに収めてください 

 
 
 

 

 

感 冒 ･ 呼 吸 器 系 51 8 2 61

胃 腸 ・ 消 化 器 系 8 2 3 13

休 養 3 1 2 6

診 察 60 12 8 80

そ の 他 60 16 4 80

計 182 39 19 240

外 傷 3 3 2 8

火 傷 0

打 撲 ・ 捻 挫 ・ 骨 折 1 1 2

筋 肉 痛 ・ 関 節 痛 4 5 2 11

そ の 他 3 3

計 11 9 4 24

12 3 1 16

7 3 10

0

7 1 8

8 3 11

13 7 5 25

3 3

血 圧 測 定 3 1 4

尿 検 査 41 5 3 49

尿 沈 査 1 1

心 電 図 0

採 血 0

視 力 測 定 1 1

聴 力 測 定 0

ア ル コ ー ル パ ッ チ 0

計 45 7 3 55

42 60 102

92 26 16 134

1 1

8 1 1 10

0

7 1 1 9

* 20 3 23

458 97 116 671

眼 科 系

　4.留学生に対する保健活動

表１８　保健管理センター地区別利用状況    （留学生）

地 区 角間本部 角間南分室 宝町分室 合　　　　　計

内
科
系

外
科
系

精 神 科 系

婦 人 科 系

泌 尿 器 科 系

証 明 証 発 行 枚 数

病 院 紹 介

合　　　　　　　　　計

＊定期健康診断受診再検査者病院紹介を除く

耳 鼻 科 系

皮 膚 科 系

歯 科 系

特 別 健 診

健 康 相 談 （ 看 護 師 ）

健 康 相 談 （ 医 師 ）

検
　
　
　
査

学 生 相 談 （ 看 護 師 ）

救 急 カ バ ン 貸 出
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５．教職員に対する健康診断 

１）一般健康診断 

表１９－１ 定期健康診断 

 

（表１９－１をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

表１９－２ 定期健康診断実施項目 

 

（表１９－２をこのスペースに挿入） 

 

 

５．教職員に対する健康診断 

１）一般健康診断 

表１９－１ 定期健康診断 

 

（表１９－１をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

表１９－２ 定期健康診断実施項目 

 

（表１９－２をこのスペースに挿入） 

 

教職員に対する健康診断

１）　一般健康診断

表 19-1　定期健康診断 2020.3.31現在

在籍労働者数(人)
（2019.9.1現在）

休職者等数
（人）

対象者数
（人）

健康診断
受診者数

（人）
受診率

人間ドック
受診者数

   （人)
受診率

個別受診
等

（人）
受診率

総受診者
数

（人）
受診率

　角間地区 1,508 74 1,434 1,082 75.5% 299 20.9% 27 1.9% 1,408 98.2%

　宝町・鶴間地区 560 17 543 496 91.3% 38 7.0% 5 0.9% 539 99.3%

　宝町（附属病院）地区 1,931 76 1,855 1,821 98.2% 25 1.3% 9 0.5% 1,855 100.0%

　平和町地区 132 7 125 92 73.6% 33 26.4% 0 0.0% 125 100.0%

計
4,131 174 3,957 3,491 88.2% 395 10.0% 41 1.0% 3,927 99.2%

表19-2　定期健康診断実施項目

＜検査項目と対象者＞

検査項目

＜検査項目と結果＞　学内実施（予防医学協会）分の集計

検査項目 男 女

胸部XP 受診者数 異常なし 要観察 要精密 受診者数 異常なし 要観察 要精密

1468 1431 35 2 1964 1921 41 2

尿蛋白 受診者数 (－) (＋) (++)以上 受診者数 (－) (＋) (++)以上

1474 1443 25 6 2009 1932 66 11

尿糖 受診者数 (－) (＋) (++)以上 受診者数 (－) (＋) (++)以上

1474 1446 7 21 2011 1999 2 10

尿潜血 受診者数 (－) (＋) (++)以上 受診者数 (－) (＋) (++)以上

1474 1451 18 5 2011 1791 109 111

BMI 受診者数 ～23.9 24～24.9 25～29.9 30以上 受診者数 ～23.9 24～24.9 25～29.9 30以上

1475 901 171 334 69 2037 1727 73 187 50

血圧（収縮期） 受診者数 ～129 130～139 140～159 160～ 受診者数 ～129 130～139 140～159 160～

1474 1049 240 154 31 2037 1793 136 89 19

血圧（拡張期） 受診者数 ～84 85～89 90～99 100～ 受診者数 ～84 85～89 90～99 100～

1474 1131 144 147 52 2037 1849 75 91 22

肝機能（GOT） 受診者数 ～40 41～99 100～ 受診者数 ～40 41～99 100～

1472 1372 91 9 2036 2006 27 3

肝機能（GPT） 受診者数 ～40 41～99 100～ 受診者数 ～40 41～99 100～

1472 1168 272 32 2036 1970 62 4

肝機能（γGTP） 受診者数 ～70 71～199 200～299 300～ 受診者数 ～70 71～199 200～299 300～

1472 1258 179 27 8 2036 1995 36 2 3

脂質（LDL-ｃ） 受診者数 ～119 120～139 140～179 180～ 受診者数 ～119 120～139 140～179 180～

1472 790 323 314 45 2036 1431 329 224 52

空腹時血糖 受診者数 ～99 100～109 110～125 126～ 受診者数 ～99 100～109 110～125 126～

814 626 117 55 16 883 783 63 27 10

HbA1c（NGSP) 受診者数 ～5.5 5.6～5.8 5.9～6.4 6.5～ 受診者数 ～5.5 5.6～5.8 5.9～6.4 6.5～

1472 935 378 117 42 2036 1435 438 133 30

受診者数 60以上 45～59 30～44 30未満 受診者数 60以上 45～59 30～44 30未満

1472 1356 111 2 3 2036 1942 91 2 1

HCV抗体 受診者数 陰性 陽性 受診者数 陰性 陽性

218 218 0 257 257 0

心電図 受診者数 正常 軽度の異常 要再検 要受診・治療中 受診者数 正常 軽度の異常 要再検 要受診・治療中

1474 1264 167 20 23 2035 1824 194 9 8

胃部検診 受診者数 異常なし 要注意 要精検 要治療 受診者数 異常なし 要注意 要精検 要治療

181 128 45 8 0 119 94 23 2 0

大腸検診 受診者数 異常なし 要精検 受診者数 異常なし 要精検

93 90 3 238 227 11
喀痰検査 受診者数 異常なし 受診者数 異常なし

0 0 0 0

○喀痰細胞診
・５０歳以上の者で１日平均喫煙本数×喫煙年が６００以上の者
・４０歳以上の者で６カ月以内に血痰の出た者及び希望する者

推算糸球体濾過量(血清Crより算出）

対象者

○胃検査(バリウム検査）
○大腸検査(便潜血反応検査）

・４０歳以上の者のうち希望する者

○Ｃ型肝炎抗体検査(ＨＣＶ抗体検査） ・過去に検査を受けたことのない者のうち希望する者

・全員

○胸部Ｘ線検査
○血圧測定
○尿検査
○身長体重測定
○心電図検査
○血糖検査　(空腹時血糖検査又はＨｂＡ１ｃ検査）
○ＨＤＬコレステロール検査
○ＬＤＬコレステロール検査
○腹囲測定

○視力検査
○聴力検査
○診察
○中性脂肪検査
○貧血検査
○肝機能検査
○腎機能検査（Cr)

教職員に対する健康診断

１）　一般健康診断

表 19-1　定期健康診断 2020.3.31現在

在籍労働者数(人)
（2019.9.1現在）

休職者等数
（人）

対象者数
（人）

健康診断
受診者数

（人）
受診率

人間ドック
受診者数

   （人)
受診率

個別受診
等

（人）
受診率

総受診者
数

（人）
受診率

　角間地区 1,508 74 1,434 1,082 75.5% 299 20.9% 27 1.9% 1,408 98.2%

　宝町・鶴間地区 560 17 543 496 91.3% 38 7.0% 5 0.9% 539 99.3%

　宝町（附属病院）地区 1,931 76 1,855 1,821 98.2% 25 1.3% 9 0.5% 1,855 100.0%

　平和町地区 132 7 125 92 73.6% 33 26.4% 0 0.0% 125 100.0%

計
4,131 174 3,957 3,491 88.2% 395 10.0% 41 1.0% 3,927 99.2%

表19-2　定期健康診断実施項目

＜検査項目と対象者＞

検査項目

＜検査項目と結果＞　学内実施（予防医学協会）分の集計

検査項目 男 女

胸部XP 受診者数 異常なし 要観察 要精密 受診者数 異常なし 要観察 要精密

1468 1431 35 2 1964 1921 41 2

尿蛋白 受診者数 (－) (＋) (++)以上 受診者数 (－) (＋) (++)以上

1474 1443 25 6 2009 1932 66 11

尿糖 受診者数 (－) (＋) (++)以上 受診者数 (－) (＋) (++)以上

1474 1446 7 21 2011 1999 2 10

尿潜血 受診者数 (－) (＋) (++)以上 受診者数 (－) (＋) (++)以上

1474 1451 18 5 2011 1791 109 111

BMI 受診者数 ～23.9 24～24.9 25～29.9 30以上 受診者数 ～23.9 24～24.9 25～29.9 30以上

1475 901 171 334 69 2037 1727 73 187 50

血圧（収縮期） 受診者数 ～129 130～139 140～159 160～ 受診者数 ～129 130～139 140～159 160～

1474 1049 240 154 31 2037 1793 136 89 19

血圧（拡張期） 受診者数 ～84 85～89 90～99 100～ 受診者数 ～84 85～89 90～99 100～

1474 1131 144 147 52 2037 1849 75 91 22

肝機能（GOT） 受診者数 ～40 41～99 100～ 受診者数 ～40 41～99 100～

1472 1372 91 9 2036 2006 27 3

肝機能（GPT） 受診者数 ～40 41～99 100～ 受診者数 ～40 41～99 100～

1472 1168 272 32 2036 1970 62 4

肝機能（γGTP） 受診者数 ～70 71～199 200～299 300～ 受診者数 ～70 71～199 200～299 300～
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表19-3　定期健康診断後の保健指導実施数（定期健診と人間ドック受診者を対象）

指導実施数　　　（人）

　角間地区 274

　宝町・鶴間地区 79

　宝町（附属病院）地区 103

　平和町地区 11

計 467

※　保健指導対象のめやす：最高血圧160≦、最低血圧100≦、LDL-c 200＜、ＧＯＴ150≦、ＧＰＴ150≦、ＦＢＳ200≦、Ｈｂ8.0≦

        尿蛋白（2＋）以上、ＨＣＶ抗体（＋）、便潜血（＋）のいずれかの者とﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ疑いのもの（ｒｉｓｋ3以上）

表19-4　特定業務従事者健康診断

病原体汚
染業務

動物飼育
業務

異常気圧
下業務

自動車
運転業務

深夜業務
ホルムア
ルデヒド

16 2 8 1 3 0 2

43 14 15 0 0 0 14

717 15 5 0 0 684 13

0 0 0 0 0 0 0

776 31 28 1 3 684 29

表19-5　雇入時健康診断

受診者数(人) 指導実施数
就業の

措置（人）

　角間地区 119 7 1

　宝町・鶴間地区 35 0 0

　宝町（附属病院）地区 256 4 0

　平和町地区 22 11 0

計
432 22 1

表19-6　一般健康診断結果写の発行件数

発行件数(件)

　角間地区 4

　宝町・鶴間地区 5

　宝町（附属病院）地区 84

　平和町地区 5

計
98

　宝町（附属病院）地区

　平和町地区

計

※　対象者は病原体汚染業務、動物飼育業務、異常気圧下業務、
     自動車運転業務、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ取扱業務に従事する者に実施

受診者
のべ総数

(人)

（業務種別内訳）

　角間地区

　宝町・鶴間地区

　 　就業の措置 : 判定保留者

3 100 0

0 11 0

27 424 16

※　指導実施数 : 面談・電話・メール等で状況確認した数

　 　文書指導またはパンフレット送付 : 面談案内は含まない、メールでの受診推奨は含む

24 234 16

0 79 0

主治医の意見書または
紹介状発行（件）

文書指導または
パンフレット送付（件）

就業の措置（人）

表19-3　定期健康診断後の保健指導実施数（定期健診と人間ドック受診者を対象）

指導実施数　　　（人）

　角間地区 274

　宝町・鶴間地区 79

　宝町（附属病院）地区 103

　平和町地区 11

計 467

※　保健指導対象のめやす：最高血圧160≦、最低血圧100≦、LDL-c 200＜、ＧＯＴ150≦、ＧＰＴ150≦、ＦＢＳ200≦、Ｈｂ8.0≦

        尿蛋白（2＋）以上、ＨＣＶ抗体（＋）、便潜血（＋）のいずれかの者とﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ疑いのもの（ｒｉｓｋ3以上）

表19-4　特定業務従事者健康診断

病原体汚
染業務

動物飼育
業務

異常気圧
下業務

自動車
運転業務

深夜業務
ホルムア
ルデヒド

16 2 8 1 3 0 2

43 14 15 0 0 0 14

717 15 5 0 0 684 13

0 0 0 0 0 0 0

776 31 28 1 3 684 29

表19-5　雇入時健康診断

受診者数(人) 指導実施数
就業の

措置（人）

　角間地区 119 7 1

　宝町・鶴間地区 35 0 0

　宝町（附属病院）地区 256 4 0

　平和町地区 22 11 0

計
432 22 1

表19-6　一般健康診断結果写の発行件数

発行件数(件)

　角間地区 4

　宝町・鶴間地区 5

　宝町（附属病院）地区 84

　平和町地区 5

計
98

　宝町（附属病院）地区

　平和町地区

計

※　対象者は病原体汚染業務、動物飼育業務、異常気圧下業務、
     自動車運転業務、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ取扱業務に従事する者に実施

受診者
のべ総数

(人)

（業務種別内訳）

　角間地区

　宝町・鶴間地区

　 　就業の措置 : 判定保留者

3 100 0

0 11 0

27 424 16

※　指導実施数 : 面談・電話・メール等で状況確認した数

　 　文書指導またはパンフレット送付 : 面談案内は含まない、メールでの受診推奨は含む

24 234 16

0 79 0

主治医の意見書または
紹介状発行（件）

文書指導または
パンフレット送付（件）

就業の措置（人）

表19-3　定期健康診断後の保健指導実施数（定期健診と人間ドック受診者を対象）

指導実施数　　　（人）

　角間地区 274

　宝町・鶴間地区 79

　宝町（附属病院）地区 103

　平和町地区 11

計 467

※　保健指導対象のめやす：最高血圧160≦、最低血圧100≦、LDL-c 200＜、ＧＯＴ150≦、ＧＰＴ150≦、ＦＢＳ200≦、Ｈｂ8.0≦

        尿蛋白（2＋）以上、ＨＣＶ抗体（＋）、便潜血（＋）のいずれかの者とﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ疑いのもの（ｒｉｓｋ3以上）

表19-4　特定業務従事者健康診断

病原体汚
染業務

動物飼育
業務

異常気圧
下業務

自動車
運転業務

深夜業務
ホルムア
ルデヒド

16 2 8 1 3 0 2

43 14 15 0 0 0 14

717 15 5 0 0 684 13

0 0 0 0 0 0 0

776 31 28 1 3 684 29

表19-5　雇入時健康診断

受診者数(人) 指導実施数
就業の

措置（人）

　角間地区 119 7 1

　宝町・鶴間地区 35 0 0

　宝町（附属病院）地区 256 4 0

　平和町地区 22 11 0

計
432 22 1

表19-6　一般健康診断結果写の発行件数

発行件数(件)

　角間地区 4

　宝町・鶴間地区 5

　宝町（附属病院）地区 84

　平和町地区 5

計
98

　宝町（附属病院）地区

　平和町地区

計

※　対象者は病原体汚染業務、動物飼育業務、異常気圧下業務、
     自動車運転業務、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ取扱業務に従事する者に実施

受診者
のべ総数

(人)

（業務種別内訳）

　角間地区

　宝町・鶴間地区

　 　就業の措置 : 判定保留者

3 100 0

0 11 0

27 424 16

※　指導実施数 : 面談・電話・メール等で状況確認した数

　 　文書指導またはパンフレット送付 : 面談案内は含まない、メールでの受診推奨は含む

24 234 16

0 79 0

主治医の意見書または
紹介状発行（件）

文書指導または
パンフレット送付（件）

就業の措置（人）

表19-3　定期健康診断後の保健指導実施数（定期健診と人間ドック受診者を対象）

指導実施数　　　（人）

　角間地区 274

　宝町・鶴間地区 79

　宝町（附属病院）地区 103

　平和町地区 11

計 467

※　保健指導対象のめやす：最高血圧160≦、最低血圧100≦、LDL-c 200＜、ＧＯＴ150≦、ＧＰＴ150≦、ＦＢＳ200≦、Ｈｂ8.0≦

        尿蛋白（2＋）以上、ＨＣＶ抗体（＋）、便潜血（＋）のいずれかの者とﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ疑いのもの（ｒｉｓｋ3以上）

表19-4　特定業務従事者健康診断

病原体汚
染業務

動物飼育
業務

異常気圧
下業務

自動車
運転業務

深夜業務
ホルムア
ルデヒド

16 2 8 1 3 0 2

43 14 15 0 0 0 14

717 15 5 0 0 684 13

0 0 0 0 0 0 0

776 31 28 1 3 684 29

表19-5　雇入時健康診断

受診者数(人) 指導実施数
就業の

措置（人）

　角間地区 119 7 1

　宝町・鶴間地区 35 0 0

　宝町（附属病院）地区 256 4 0

　平和町地区 22 11 0

計
432 22 1

表19-6　一般健康診断結果写の発行件数

発行件数(件)

　角間地区 4

　宝町・鶴間地区 5

　宝町（附属病院）地区 84

　平和町地区 5

計
98

　宝町（附属病院）地区

　平和町地区

計

※　対象者は病原体汚染業務、動物飼育業務、異常気圧下業務、
     自動車運転業務、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ取扱業務に従事する者に実施

受診者
のべ総数

(人)

（業務種別内訳）

　角間地区

　宝町・鶴間地区

　 　就業の措置 : 判定保留者

3 100 0

0 11 0

27 424 16

※　指導実施数 : 面談・電話・メール等で状況確認した数

　 　文書指導またはパンフレット送付 : 面談案内は含まない、メールでの受診推奨は含む

24 234 16

0 79 0

主治医の意見書または
紹介状発行（件）

文書指導または
パンフレット送付（件）

就業の措置（人）

－ 24 －



 

２）特殊健康診断 
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表２０－２ 第１回特殊健康診断 

 

（表２０－２をこのスペースに挿入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）  特殊健康診断

表20-1 　特殊健康診断実施項目

健診種目 対象者

　　　　　　　　　　管理A　：　検査の範囲では異常が認められない人 管理R　：　作業が原因による疾病または異常を認めないが、

　　　　　　　　　　管理B　：　軽度の症状を認めたが、検査の結果は 　　　　　　　今後作業を続けることにより、悪化する恐れのある

　　　　　　　　　　　　　　　　　管理Cと認められない人 　　　　　　　疾病や異常が認められる人

　　　　　　　　　　管理C　：　作業が原因で疾病にかかっている人 管理T　：　作業以外の原因で疾病または異常が認められる人

表20-2　第１回特殊健康診断

管理Ａ 管理Ｂ 管理Ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

19 19 100.0% 17 0 0 0 2

10 10 100.0% 9 0 0 0 1

11 11 100.0% 10 1 0 0 0

- - - - - - - -

40 40 100.0% 36 1 0 0 3

管理Ａ 管理Ｂ 管理Ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

16 16 100.0% 14 0 0 0 2

3 3 100.0% 3 0 0 0 0

- - - - - - - -

- - - - - - - -

19 19 100.0% 17 0 0 0 2

管理Ａ 管理Ｂ 管理Ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

7 7 100.0% 7 0 0 0 0

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 4 4 100.0% 4 0 0 0 0

取扱物質 ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ 3 3 100.0% 3 0 0 0 0

1 1 100.0% 1 0 0 0 0

取扱物質 ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ 1 1 100.0% 1 0 0 0 0

- - - - - - - -

- - - - - - - -

8 8 100.0% 8 0 0 0 0

　　　　※　　ホルムアルデヒドは，特定業務従事者健診で掲載

　角間地区 （のべ総数）

　宝町・鶴間地区 （のべ総数）

　宝町（附属病院）地区

　平和町地区

計

　角間地区

　宝町（附属病院）地区

　平和町地区

計

＜特化物＞
対象者数

(人)
健康診断
受診者数

受診率
結　果

＜有機溶剤＞
対象者数

(人)
健康診断
受診者数

受診率
結　果

健診項目

有機溶剤
有機溶剤中毒予防規則に定める業
務に常時従事するもの 既往歴・業務歴の長，自覚症状，他覚症状の有無，血圧，

血液一般，尿検査等
※使用する薬品によって検査項目は異なる。

特定化学物質
特定化学物質障害予防規則に定
める業務に常時従事するもの

　角間地区

　宝町・鶴間地区

　宝町・鶴間地区

　宝町（附属病院）地区

　平和町地区

計

＜特別有機溶剤＞
対象者数

(人)
健康診断
受診者数

受診率
結　果
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　　　　　　　　　　　　　　　　　管理Cと認められない人 　　　　　　　疾病や異常が認められる人

　　　　　　　　　　管理C　：　作業が原因で疾病にかかっている人 管理T　：　作業以外の原因で疾病または異常が認められる人

表20-2　第１回特殊健康診断

管理Ａ 管理Ｂ 管理Ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

19 19 100.0% 17 0 0 0 2

10 10 100.0% 9 0 0 0 1

11 11 100.0% 10 1 0 0 0

- - - - - - - -

40 40 100.0% 36 1 0 0 3

管理Ａ 管理Ｂ 管理Ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

16 16 100.0% 14 0 0 0 2

3 3 100.0% 3 0 0 0 0

- - - - - - - -

- - - - - - - -

19 19 100.0% 17 0 0 0 2

管理Ａ 管理Ｂ 管理Ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

7 7 100.0% 7 0 0 0 0

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 4 4 100.0% 4 0 0 0 0

取扱物質 ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ 3 3 100.0% 3 0 0 0 0

1 1 100.0% 1 0 0 0 0

取扱物質 ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ 1 1 100.0% 1 0 0 0 0

- - - - - - - -

- - - - - - - -

8 8 100.0% 8 0 0 0 0

　　　　※　　ホルムアルデヒドは，特定業務従事者健診で掲載

　角間地区 （のべ総数）

　宝町・鶴間地区 （のべ総数）

　宝町（附属病院）地区

　平和町地区

計

　角間地区

　宝町（附属病院）地区

　平和町地区

計

＜特化物＞
対象者数

(人)
健康診断
受診者数

受診率
結　果

＜有機溶剤＞
対象者数

(人)
健康診断
受診者数

受診率
結　果

健診項目

有機溶剤
有機溶剤中毒予防規則に定める業
務に常時従事するもの 既往歴・業務歴の長，自覚症状，他覚症状の有無，血圧，

血液一般，尿検査等
※使用する薬品によって検査項目は異なる。

特定化学物質
特定化学物質障害予防規則に定
める業務に常時従事するもの

　角間地区

　宝町・鶴間地区

　宝町・鶴間地区

　宝町（附属病院）地区

　平和町地区

計

＜特別有機溶剤＞
対象者数

(人)
健康診断
受診者数

受診率
結　果

－ 25 －
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表20-3　第２回特殊健康診断

管理Ａ 管理Ｂ 管理Ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

21 21 100.0% 21 0 0 0 0

11 11 100.0% 10 0 0 0 1

11 11 100.0% 11 0 0 0 0

‐ ‐ ‐ - - - - -

43 43 100.0% 42 0 0 0 1

管理Ａ 管理Ｂ 管理Ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

18 18 100.0% 16 1 0 0 1

4 4 100.0% 4 0 0 0 0

‐ ‐ ‐ - - - - -

‐ ‐ ‐ - - - - -

22 22 100.0% 20 1 0 0 1

管理Ａ 管理Ｂ 管理Ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

8 8 100.0% 8 0 0 0 0
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 5 5 100.0% 5 0 0 0 0

取扱物質 ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ 3 3 100.0% 3 0 0 0 0

2 2 100.0% 2 0 0 0 0
取扱物質 ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ 2 2 100.0% 2 0 0 0 0

‐ ‐ ‐ - - - - -

‐ ‐ ‐ - - - - -

10 10 100.0% 10 0 0 0 0

　　※　ホルムアルデヒドは含めない（定期健康診断で代用のため）

2014(H26.11.1)より，特定化学物質障害予防規則等の改正のため，特別有機溶剤の欄を追加している。

　宝町（附属病院）地区

　平和町地区

計

受診率
結　果

　角間地区

　宝町・鶴間地区

　平和町地区

計

＜特化物＞
対象者数

(人)
健康診断
受診者数

健康診断
受診者数

受診率
結　果

　角間地区

　宝町・鶴間地区

対象者数
(人)

　宝町（附属病院）地区

　宝町（附属病院）地区

　平和町地区

計

＜特別有機溶剤＞

対象者数
(人)

健康診断
受診者数

受診率
結　果

　角間地区

　宝町・鶴間地区

＜有機溶剤＞

３） その他の健康診断

表21-1　大腸がん検診

要精検者数 要精検率

　角間地区 1,071 193 18.0% 3 1.6%

　宝町・鶴間地区 420 107 25.5% 3 2.8%

　宝町（附属病院）地区 676 116 17.2% 2 1.7%

　平和町地区 76 10 13.2% 0 0.0%

計
2,243 426 19.0% 8 1.9%

表21-2　胃がん検診

要精検者数 要精検率

　角間地区 1,071 187 17.5% 0 0.0%

　宝町・鶴間地区 420 56 13.3% 0 0.0%

　宝町（附属病院）地区 676 49 7.2% 0 0.0%

　平和町地区 76 8 10.5% 0 0.0%

計
2,243 300 13.4% 0 0.0%

表21-3　喀痰検査

受診者数 0

40才以上
労働者数

（2019.9.1現在）

健康診断
受診者数

受診率
結果

40才以上
労働者数

（2019.9.1現在）

健康診断
受診者数

受診率
結果

－ 26 －
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各健康診断は、外部健診機関（石川県予防医学協会）に委託実施 （職員課福利厚生係担当） 

定期健康診断の血液検査で平成24年度から腎臓機能（Ｃｒ：ｸﾚｱﾁﾆﾝ）を実施している。 

雇入時健康診断は随時実施 （職員課福利厚生係担当） 

人間ドック（文科省共済助成）は全国の指定機関で実施。一部、定期健康診断の代用として本人から健診

結果が提出されている。 

運転業務従事者健診は保健管理センターで実施 

特殊健康診断は有機溶剤及び特化物の常時使用者を対象に実施（6月、秋の定健時） 

電離放射線健康診断は、RI検診（学際担当が実施）や放射線業務従事者検診の結果をまとめた実績である。 

子宮がん検診は女性全員、乳がん検診は40歳以上の女性を対象とし、希望者に実施 

2019年度より骨密度測定は廃止となった。 
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表21-1　大腸がん検診

要精検者数 要精検率

　角間地区 1,071 193 18.0% 3 1.6%

　宝町・鶴間地区 420 107 25.5% 3 2.8%

　宝町（附属病院）地区 676 116 17.2% 2 1.7%

　平和町地区 76 10 13.2% 0 0.0%

計
2,243 426 19.0% 8 1.9%

表21-2　胃がん検診

要精検者数 要精検率

　角間地区 1,071 187 17.5% 0 0.0%

　宝町・鶴間地区 420 56 13.3% 0 0.0%

　宝町（附属病院）地区 676 49 7.2% 0 0.0%

　平和町地区 76 8 10.5% 0 0.0%

計
2,243 300 13.4% 0 0.0%
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40才以上
労働者数

（2019.9.1現在）

健康診断
受診者数

受診率
結果
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健康診断
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結果

３） その他の健康診断

表21-1　大腸がん検診

要精検者数 要精検率

　角間地区 1,071 193 18.0% 3 1.6%

　宝町・鶴間地区 420 107 25.5% 3 2.8%

　宝町（附属病院）地区 676 116 17.2% 2 1.7%
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計
2,243 426 19.0% 8 1.9%

表21-2　胃がん検診

要精検者数 要精検率

　角間地区 1,071 187 17.5% 0 0.0%

　宝町・鶴間地区 420 56 13.3% 0 0.0%

　宝町（附属病院）地区 676 49 7.2% 0 0.0%

　平和町地区 76 8 10.5% 0 0.0%

計
2,243 300 13.4% 0 0.0%

表21-3　喀痰検査

受診者数 0

40才以上
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結果

40才以上
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表21-4　子宮がん検診

異常なし 要受診 要精検

　角間地区 567 185 32.6% 170 13 2

　宝町・鶴間地区 312 121 38.8% 116 3 2

　宝町（附属病院）地区 1,343 567 42.2% 551 10 6

　平和町地区 73 31 42.5% 29 1 1

計
2,295 904 39.4% 866 27 11

表21-5　乳がん検診

異常なし 要精検 判定不能

　角間地区 371 146 39.4% 140 6 0

　宝町・鶴間地区 230 124 53.9% 121 3 0

　宝町（附属病院）地区 467 272 58.2% 262 10 0

　平和町地区 46 27 58.7% 27 0 0

計
1,114 569 51.1% 550 19 0

各健康診断は、外部健診機関（石川県予防医学協会）に委託実施　（職員課福利厚生係担当）

定期健康診断の血液検査で平成24年度から腎臓機能（Ｃｒ：ｸﾚｱﾁﾆﾝ）を実施している。

雇入時健康診断は随時実施　（職員課福利厚生係担当）

人間ドック（文科省共済助成）は全国の指定機関で実施。一部、定期健康診断の代用として本人から健診結果が提出されている。

運転業務従事者健診は保健管理センターで実施

特殊健康診断は有機溶剤及び特化物の常時使用者を対象に実施（6月、秋の定健時）

電離放射線健康診断は、RI検診（学際担当が実施）や放射線業務従事者検診の結果をまとめた実績である。

子宮がん検診は女性全員、乳がん検診は40歳以上の女性を対象とし、希望者に実施

2019年度より骨密度測定は廃止となった。
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受診率
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計
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定期健康診断の血液検査で平成24年度から腎臓機能（Ｃｒ：ｸﾚｱﾁﾆﾝ）を実施している。

雇入時健康診断は随時実施　（職員課福利厚生係担当）

人間ドック（文科省共済助成）は全国の指定機関で実施。一部、定期健康診断の代用として本人から健診結果が提出されている。

運転業務従事者健診は保健管理センターで実施

特殊健康診断は有機溶剤及び特化物の常時使用者を対象に実施（6月、秋の定健時）

電離放射線健康診断は、RI検診（学際担当が実施）や放射線業務従事者検診の結果をまとめた実績である。

子宮がん検診は女性全員、乳がん検診は40歳以上の女性を対象とし、希望者に実施

2019年度より骨密度測定は廃止となった。

女性労働者数
（2019.9.1現在）

健康診断
受診者数

受診率
結　果

女性40才以上
労働者数

（2019.9.1現在）

健康診断
受診者数

受診率
結　果
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６．教職員に対する保健活動 

 

表２２ 保健管理センター地区別利用状況（教職員） 

 

（表２２をこのスペースに挿入） 

 
１ページで収めてください 

 
 

 

感 冒 ･ 呼 吸 器 系 22 4 1 27

胃 腸 ・ 消 化 器 系 14 5 1 20

休 養 50 8 0 58

診 察 30 8 4 42

そ の 他 55 12 8 75

計 171 37 14 222

外 傷 23 5 3 31

火 傷 0 1 0 1

打 撲 ・ 捻 挫 ・ 骨 折 3 3 2 8

筋 肉 痛 ・ 関 節 痛 5 3 3 11

そ の 他 1 1 1 3

計 32 13 9 54

5 1 1 7

4 1 1 6

2 1 0 3

4 0 0 4

4 1 1 6

5 0 1 6

1 0 0 1

血 圧 測 定 64 248 0 312

尿 検 査 0 1 0 1

尿 沈 査 0 0 0 0

心 電 図 0 0 0 0

採 血 0 0 0 0

視 力 測 定 20 21 1 42

聴 力 測 定 0 0 1 1

ア ル コ ー ル パ ッ チ 0 0 0 0

計 84 270 2 356

32 16 8 56

0 0 0 0

1 0 0 1

14 2 0 16

0 2 0 2

* 11 2 2 15

370 346 39 755

＊定期健康診断受診再検査者病院紹介を除く

精 神 的 相 談 （ 看 護 師 ）

救 急 カ バ ン 貸 出

証 明 証 発 行 枚 数

病 院 紹 介

合　　　　　　　　　計

皮 膚 科 系

歯 科 系

健 康 相 談 （ 看 護 師 ）

健 康 相 談 （ 医 師 ）

内
科
系

外
科
系

精 神 科 系

婦 人 科 系

泌 尿 器 科 系

検
　
　
　
査

耳 鼻 科 系

眼 科 系

　6.教職員に対する保健活動

表２２　保健管理センター地区別利用状況    （教職員）

地 区 角間本部 角間南分室 宝町分室 合　　　　　計
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Ⅱ．教育及び広報活動 
 

１．学生等に対する保健衛生及び精神衛生指導 
1) 健康の維持・増進に関する資料の掲示・配布 

 健康維持と増進に関する掲示物｢保健だより｣と「プチほけんだより」を作成し、角間キャンパス

の各食堂などを利用して定期的に掲示した。Ⅳ「資料」に示す。 

      

  2）「金沢大学保健管理センターだより」発行 

    2019年春季号（同だより第 38号） 

 

２．保健管理センターホームページ 
 以下のアドレスで、当センターからの情報提供をおこなった。 

http://hsc.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 

 

 大学ポートレートでの教育情報の公表（大学評価・学位授与機構）に本学も参加しており、「心身の健

康に係る支援」として保健管理センターのサービスを情報公開している。 

http://top.univ-info.niad.ac.jp/univ/outline/0236 

 

心と体の健康に関する教育やサービスは保健管理センターが提供しています。保健師，看護師，

公認心理師，医師による健康相談や，心の問題への対応を行っています。また，応急的な病気やケ

ガへの簡単な手当て，必要な場合の病院の案内もしています。 

① 健康相談について  

 体調不良や病気については，まず保健師・看護師がお話を聞きます。その上で，医師が診察を

行います。検査や治療が必要な場合は，適切な病院に紹介します。米国留学経験のある医師（教

員）がおり，英語での対応が可能です。 

② 学生相談（カウンセリング）について 

 保健管理センターには，学生相談室があり，学生生活において直面する様々な悩みや問題につ

いて，公認心理師に相談することができます。学業，将来や進路，性格，対人関係，体調，生活

などの具体的な悩み・問題から，漠然とした不安・焦りまで，なんでもご相談ください。友達や

家族が悩んでいることについても，対応します。相談内容やプライバシーに関わることは秘密を

守ります。 

③ 学生支援プログラムについて 

 学生のウェルネス向上のための課外教育として，食育，ヨガ，性格検査，コンサートなどの多

様なプログラムを提供しています。留学生の参加も歓迎します。学生支援プログラムの案内は，

Twitterでお知らせします（@ku_wellness）。 
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 健康診断の結果は、アカンサスポータルの「健康診断結果公開システム」を使い、各自の健康診断の経

年データを閲覧出来るようになっている。 

 なお、学生・職員向けの情報（予防接種の案内、感染症発生注意喚起等）の中で学内に限定した方が好

ましいものは、アカンサスポータルやメールによる通知により周知をはかった。 

 

 平成 19 年（2007 年）に文部科学省の「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援

GP）に採択された「心と体の育成による成長支援プログラム —社会に幸せをもたらす生活の知恵を持った

学生の育成—」の企画を、以下のサイトで公開しており、プログラム実施の記録の役割を担っている。 

http://hsc.w3.kanazawa-u.ac.jp/sgp 

 学生支援 GPの課外教育を継承した学生支援プログラムは、アカンサスポータルの「メッセージ」を使っ

て学生等に通知し、メールによって参加申し込みを受け付けている。また、Twitter アカウントを開設し、

プログラムの予告と実施報告を行っている。（＠ku_wellness） 

 学生支援プログラムは以下のサイトで閲覧できる。 

http://hsc.w3.kanazawa-u.ac.jp/sgp 
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３．学生支援プログラム 
 
 平成 31／令和元年度も年間通して学生支援プログラムを実施した。保健管理センターのボランティア学生

グループ（学生クルー）がこの活動を手伝い、グループ活動を通して学生の成長を支援するピア支援グルー

プの一つとなっている。 

≪メンバー構成≫ 

(1)学生クルー（学生ボランティア） 

(2)スタッフ（ファシリテーター：保健管理センター学校医、専任カウンセラー） 

(3)事務担当（学生部学生支援課） 

(4)総括者（保健管理センター長、保健管理センター学校医） 

≪プログラムのスケジュール≫ 

Q1Q2     Q3Q4     

4 月 22 日 ～ 性格検査で自己分析   10 月 17 日  カジュアルフレンチ料理教室 

4 月 24 日  ウェルカムプログラム   10 月 30 日  スープ試食会 10 月* 

5 月 23 日  スープ試食会 5 月*   10 月 31 日  ウェルカムプログラム 

6 月 13 日  ヨガ 11 月 7 日 スープ試食会 11 月* 

6 月 27 日  カジュアルフレンチ料理教室 11 月 12, 21 日  ヨガ 

7 月 2 日  ヨガ 11 月 14 日  加賀野菜お菓子作り教室 

7 月 10 日  スープ試食会 7 月* 12 月 6 日  クリスマスケーキづくり 

8 月 3 日  田上新町夏祭り協力* 12 月 10 日  握り鮨教室 

   12 月 13, 23 日  スープ試食会 12 月* 

   12 月 13 日  ストレスマネジメント 

   1 月 9 日  スープ試食会 1 月* 

   1 月 30 日  カジュアルフレンチ料理教室 

     2 月 3 日  トリュフチョコレート作り教室 

≪プログラムの内容≫ 
 心身の健康をテーマとして、食育、運動、自己理解を中心に、感覚教育や地元文化を取り入れている。

一般学生を対象に、前期に 8、後期に 15 のプログラムを実施した（*はクルーを中心とした活動）。平成

31／令和元年度は新入生にクッキー作りとコンサートを提供するウェルカムプログラムを実施し、4 月に

約 40 名、10 月に約 45 名と、前年度よりさらに多くの人数が集まった。学生支援プログラムは学生クルー

の活動の場でもあるため、後半に新規の学生クルーが増えたことで後半のプログラム数が増加した。地元

の職人の方たちの料理教室が大変好評で、毎回定員を上回る申し込みがあった。 

≪学生クルー活動概要≫ 
 平成 31／令和元年度は新規に 6 名の申し込みがあり、合計 14 名の学生クルーが登録されていた。主に

活動を行ったのは 7 名（男性 3 名、女性 4 名）であり、4 名が卒業を迎え、クルー卒業となった。 

－ 31 －



 

学生支援プログラム「ウェルカムプログラム クッキー作り＆スプリングコンサート」を開催 

登録日：2019 年 4 月 26 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/67152 
 
 4 月 24 日，保健管理センターは，学生支援プログラム「ウェルカムプログラム クッキー作り＆スプリン

グコンサート」を開催し，およそ 40 名の学生らが参加しました。このプログラムは，新しい環境に慣れよ

うと頑張る学生らにお菓子と音楽でリフレッシュしてもらうことを目的に企画したもので，3 年目(5 回目)

の開催となります。毎年日本語と英語でアナウンスをしていますが，今年は特に外国人留学生の参加が多く

見られました。 

 参加した学生らは，調理学実習室で保健管理センターの学生クルーの指導の下，学生同士で交流しながら

おからクッキーを作製。その後，焼きあがったクッキーを持って音楽ホールへ移動し，保健管理センターの

吉川弘明教授のフルートとピアニストの山田ゆかりさんのアンサンブルによるクラシックコンサートを楽し

みました。コンサートでは，バッハの『フルートソナタ 第 6 番』などが演奏され，学生らは焼きたてのクッ

キーとお茶を味わいながら，美しいクラシックの音色に癒されました。 

 参加した学生からは，「クッキーとお茶を楽しみながら，リラックスした時間を過ごすことができた」「留

学生や普段会わないような人たちと会話がはずみ，有意義だった」などの感想がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生支援プログラム「心と体を整える ヨガ」を開催 

登録日：2019 年 6 月 17 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/68271 
 
 6 月 13 日，保健管理センターは，金沢大学創立五十周年記念館「角間の里」にて，学生支援プログラム「心

と体を整える ヨガ」を開催し，学生 19 名が参加しました。 

 参加した学生らは，フィットネスクラブのインストラクターの指導の下，基本のポーズから少し難しいポー

ズまで，さまざまなヨガのポーズに取り組みました。ヨガは，ポーズと呼吸法により，筋肉や内臓，神経を 
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リラックスさせ，体，気，心の調和を整える効果があり，ストレス解消法の一つともされています。学生た

ちにとってリフレッシュする良い機会となりました。参加した学生からは「とてもリラックスして，みんな

でいるのに『自分の時間』を持てたと感じた」「気持ち良かった。もっと健康に気を付けようと思った」など

の感想が聞かれました。 

 

学生支援プログラム「カジュアルフレンチ料理教室」を開催 

登録日：2019 年 6 月 28 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/68796 
 
 6 月 27 日，保健管理センターは，食育プログラム「カジュアルフレンチ料理教室」を開催しました。本プ

ログラムは平成 30 年 12 月に初めて実施して大変好評だったことから今年度も企画し，今回も定員を上回る

申し込みがあり，学生 19 名が参加しました。 

 参加した学生らは，金沢市内に 4 月にオープンした「Meal」のシェフである村上学講師の指導の下，6 つ

のグループに分かれ「鯵（あじ）のムニエル 夏野菜の焦がしバターソース 醤油のアクセント」を作りま

した。完成後は，シェフ特製ヴィシソワーズ，フランスパンと一緒においしくいただきました。 

 村上講師は「ムニエル」「フィナンシェ」の言葉の意味に加え，フランス料理の歴史や，フランス料理の決

め手であるソース作りについて講義し，学生らからの「一人暮らしで卵が余ってしまうのをどうしたら良い

か」「味噌汁をおいしく作るにはどうしたら良いか」といった質問にも回答。また，今回の食材を提供した株

式会社海幸フーズの方からも，鯵のムニエルの調理技術について指導がありました。 

 参加した学生からは「自分で作ったものが予想以上においしかったので，また作ってみたい」「フレンチを

作ることは楽しかったし，シェフの話もとても有意義だった」「みんなでワイワイと料理をつくるのは新鮮で

楽しかった」「いつもの料理で使える技を教えてもらえて良かった」などの感想が聞かれました。 
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食育で学生支援 「野菜たっぷり簡単朝食試食会 特別編」を開催 

登録日：2019 年 7 月 11 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/69190 
 
 7 月 10 日，保健管理センターは，角間キャンパスの自然科学本館 B2 階生協横にて，学生支援の一環とし

て食育プログラム「野菜たっぷり簡単朝食試食会 特別編」を開催しました。この試食会は，学生に対して試

食したメニューのレシピを紹介することにより，朝食の欠食防止を目的としたもの。試食会では，同センター

の学生ボランティアら（学生クルー）が，管理栄養士の指導の下 2 種類のメニューとレシピを提供しました。 

 通常は簡単に作れる野菜スープの試食とレシピの提供をしていますが，今回のメニューは，暑くて食欲の

ないときにぴったりの「小松菜入りグリーンスムージー」と，ヘルシーな「豆腐入り白玉あんみつ」。アカン

サスポータルの案内で訪れたという学生のほとんどが，両方のメニューを購入していました。また，外国人

留学生にも日本の白玉あんみつは好評でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田上新町夏祭りで学生ボランティア 

登録日：2019 年 8 月 6 日  https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/70663 
 
 8 月 3 日，保健管理センターは，学生支援の一環として，保健管理センターの学生クルー2 名と外国人留

学生 7 名を含むボランティアの学生 17 名の合計 19 名で，第 42 回田上新町夏祭りのお手伝いをするボラン

ティアを行いました。田上新町町会と本学学生との交流は平成 22 年度から始まり，今年で 10 年目になりま

した。売店販売のスタッフとして，学生たちの役割も定着しています。 

 学生たちは盆踊りや和太鼓演奏にも参加し，地域住民の皆さんと交流を楽しみました。また，浴衣を着て

みたいという外国人留学生には地域の方が着付けをしてくださり，外国人留学生たちは大変感激していまし

た。参加した学生からは「ありがとうと優しく言ってもらえ，地域の方と少しずつ触れ合っていると実感し

ました」「ボランティアに参加して一番に感じたのは，人間の温かさです」などの感想が聞かれました。 
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学生支援プログラム「カジュアルフレンチ料理教室」を開催 

登録日：2019 年 10 月 18 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/72706 
 
 10 月 17 日，保健管理センターは，食育プログラム「カジュアルフレンチ料理教室」を開催しました。平

成 30 年 12 月，令和元年 6 月に続き 3 回目となる本プログラムに，今回も定員を上回る申し込みがあり，学

生 19 名が参加しました。 

 参加した学生らは，金沢市内の飲食店「Meal」のシェフである村上学講師の指導の下，5 つのグループに

分かれ「牛ロースのステーキ」と「ジャガイモとたまねぎのソテー」を作りました。シェフ特製のハーブバ

ターをステーキに付けて，野菜スープと一緒においしくいただきました。 

 村上講師は，ステーキを脂の部分から焼くことで，肉の臭みを取り，うま味を引き出すと教えました。ま

た，最近話題の熟成肉のことや，熟成と腐敗について説明。また，学生からの「鶏肉を焼くときはどうした

ら良いか」「ジビエに興味があり，どのようなメニューがあるか教えてほしい」といった質問にも回答しまし

た。参加した学生からは「肉の焼き方について普段考えたことがなかったので，これからは家でもやってみ

ようと思えた」「少しの工夫でおいしい料理が作れると分かった」「料理がおいしく，楽しかった」「シェフに

料理のことを質問できたのが良かった」などの感想が聞かれました。 
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学生支援プログラム「ウェルカムプログラム クッキー作り＆クラシックコンサート」を開催 

登録日：2019 年 11 月 15 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/73474 
 
 10 月 31 日，保健管理センターは，学生支援プログラム「ウェルカムプログラム」を開催し，クッキー作

りとクラシックコンサート合わせて，45 名の学生が参加しました。このプログラムは，新しい環境に慣れよ

うと頑張る学生らにお菓子と音楽でリフレッシュしてもらうことを目的に企画したもので，今年度 2 回目の

開催となります。今回は，秋入学の外国人留学生の参加が多く見られました。 

 クッキー作りでは，保健管理センターの学生クルーによる指導の下，交流しながらおからココアクッキー

を作製。それぞれトッピングに工夫するなど楽しみながら調理を進めました。 

 その後，焼きあがったクッキーを持って音楽ホールへ移動し，保健管理センターの吉川弘明教授によるフ

ルートと人間社会研究域学校教育系の浅井暁子准教授によるピアノのアンサンブルコンサートを楽しみまし

た。コンサートでは，C.ライネッケの『ソナタ 水の精』などが演奏され，学生らは焼きたてのクッキーと

お茶を味わいながら，美しいクラシックの音色に癒されました。 

 参加した外国人留学生からは「A great program! I enjoyed baking & talking with other participants. 

The music concert was so nice. wonderful.」「Please do this kind of events frequently. I am away from 

home & family so the music event makes me really happy.」などの感想が聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育で学生支援 「野菜たっぷり簡単朝食スープ試食会」を開催 

登録日：2019 年 11 月 8 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/73590 
 
 11 月 7 日，保健管理センターは，角間キャンパスの自然科学本館にて，学生支援の一環として食育プログ

ラム「野菜たっぷり簡単朝食スープ試食会」を開催しました。この試食会は，学生に対してスープの簡単な

レシピを紹介することにより，朝食の欠食を防止することを目的としたもの。試食会では，管理栄養士の指 
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導の下，同センターの学生ボランティアら（学生クルー）が，2 種類のスープとレシピを提供しました。 

 メニューは 10 月 30 日に大学会館で開催したときと同じ，「かぼちゃのクリームチャウダー」と「尾山町

Meal の野菜スープ」でしたが，「前回おいしかったので」とリピーターの学生も多く，2 種類とも完売しま

した。訪れた学生からは，「しっかり栄養補給ができた」「もっと自然研で開催してほしい」など，次回に期

待する声が聞かれました。 

 

学生支援プログラム「心と体を整える ヨガ」を開催 

登録日：2019 年 11 月 8 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/73691 
 
 11 月 12 日，保健管理センターは，金沢大学創立五十周年記念館「角間の里」にて，学生支援プログラム

「心と体を整える ヨガ」を開催し，外国人留学生 10 名を含む学生 19 名が参加しました。 

 参加した学生らは，フィットネスクラブのインストラクターの指導の下，基本のポーズから少し難しいポー

ズまで，さまざまなヨガのポーズに取り組みました。ヨガは，ポーズと呼吸法により，筋肉や内臓，神経を

リラックスさせ，体，気，心の調和を整える効果があり，ストレス解消法の一つともされています。 

 参加した学生からは「とてもリフレッシュできた。心を整える呼吸法など試してみたい」「角間の里という

空間で普段しない動きで体をほぐすことが心地良かった」「I really liked the program and I would love to 

join more」「Good event. Please organize more events like this」などの感想が聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

学生支援プログラム「加賀野菜を使ったお菓子作り教室」を開催 

登録日：2019 年 11 月 15 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/73776 
 
 11 月 14 日，保健管理センターは，学生支援の一環として食育プログラム「加賀野菜を使ったお菓子作り

教室」を開催し，学生 24 名が参加しました。 

 今回は，「ケーキハウスエンゼル」のパティシエである裏野剣一氏の指導の下，伝統的な加賀野菜のサツマ

イモ「五郎島金時」を使ったモンブランを作製しました。調理中，裏野氏から加賀野菜スイーツが生まれた

経緯や加賀野菜農家などについて説明を受け，学生らは食に関する知識を深めました。参加者の半数は外国

人留学生で，参加者の国籍が全員異なる班もあり，グローバルな雰囲気でした。完成後，学生らは自ら作っ

たモンブランと裏野氏が作製した他の加賀野菜スイーツの試食を楽しみました。 

 参加した学生からは「パティシエの話を聞き，プロの技を拝見できて良かった」「野菜でできたケーキがお

いしかった」「モンブランをたくさん食べられて幸せ」「I am happy to learn and to make new friends from 

this program」などの感想が聞かれました。 
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学生支援プログラム「クリスマスケーキをデコレーションして食べよう」を開催 

登録日：2019 年 12 月 9 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/74527 
 
 12 月 6 日，保健管理センターは，学生支援の一環として食育プログラム「クリスマスケーキをデコレーショ

ンして食べよう」を開催し，外国人留学生 14 名を含む学生 26 名が参加しました。 

 参加した学生らは，管理栄養士の高信雅子講師の指導の下，直径 12cm のホールケーキにホイップクリー

ムでデコレーションし，オリジナルのクリスマスケーキを作製。それぞれの作品を鑑賞し，写真に収めた後，

作ったケーキは持ち帰り用として箱にしまいました。その後，参加学生らは試食用のケーキとドリンクを食

べ，楽しい時間を過ごしました。 
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 参加学生からは「自分の想像によって美しいケーキを作って，本当に楽しかった」「I am happy and very 

thankful to enjoy in this event. Please keep doing this kind of classes.」などの感想が聞かれました。 

 

学生支援プログラム「金澤食文化体験 握り鮨教室」を開催 

登録日：2019 年 12 月 11 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/74639 
 
 12 月 10 日，保健管理センターは，学生支援の一環として食育プログラム「金澤食文化体験 握り鮨教室」

を開催し，外国人留学生 4 名を含む学生 27 名が参加しました。 

 この教室は，今回で 5 回目の開催となる人気企画。参加した学生らは，金沢屈指の老舗「千取寿し」の吉

田勝昭講師の指導の下，6 種類のネタを使った握りずしと，いなりずし（三角形の関西風）を作り，講師が

握ったしめ鯛の握りずしとの食べ比べを楽しみました。金沢の郷土料理「めった汁」と一緒にみんなでおい

しくいただきました。 

 参加した学生からは「おすしを握るのは意外と難しかった」「いなりずしの握り方は私にとって革命であっ

た」「自分で握ったおすしもおいしかったが，大将の握ったおすしのおいしさに技術の大切さを感じた」など

の感想が聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育で学生支援 「野菜たっぷり簡単朝食スープ試食会」を開催 

登録日：2019 年 12 月 24 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/74639 
 
 保健管理センターは，学生支援の一環として食育プログラム「野菜たっぷり簡単朝食スープ試食会」を 12

月 13 日に大学会館で，23 日に自然科学本館で開催しました。この試食会は，学生にスープの簡単なレシピ

を紹介することにより，朝食の欠食を防止することを目的としたもの。試食会では，同センターの学生ボラ

ンティアである学生クルーが，管理栄養士の指導の下，2 種類のスープとレシピを提供しました。 

－ 39 －



 

 今回のメニューは，ヘルシーな麩を使った「車麩のオニオンスープ」とビーツで煮込んだ「ボルシチ風スー

プ」でした。訪れた学生らはめずらしい手作りスープに「おいしそう」と，憩いのひとときを過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育で学生支援 「野菜たっぷり簡単朝食スープ試食会」を開催 

登録日：2020 年 1 月 14 日 https://www.kanazawa-u.ac.jp/news/75131 
 
 1 月 9 日，保健管理センターは，角間キャンパスの自然科学本館にて，学生支援の一環として食育プログ

ラム「野菜たっぷり簡単朝食スープ試食会」を開催しました。この試食会は，学生にスープの簡単なレシピ

を紹介することにより，朝食の欠食を防止することを目的としたもの。試食会では，同センターの学生ボラ 
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